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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　アップリンク制御チャネルを搬送するためのリソースエレメントの第１のセットを選択
することと、
　第１のシンボル期間中に、前記アップリンク制御チャネルを搬送する前記リソースエレ
メントの第１のセットの少なくとも一部分を、第１のアクセス端末に割り当てることと、
　前記リソースエレメントの第１のセットに関連する１つまたは複数の構成パラメータを
含む構成メッセージを前記第１のアクセス端末に送信することと、
　アップリンクデータチャネルを搬送するためのリソースエレメントの第２のセットを選
択すること、ここにおいて、前記リソースエレメントの第２のセットが、前記リソースエ
レメントの第１のセットと共通サブフレーム中で多重化される、と、
　第２のシンボル期間中に、前記リソースエレメントの第２のセットの少なくとも一部分
を、第２のアクセス端末に割り当てることと、
　前記リソースエレメントの第２のセットのための前記サブフレーム内の開始時間を識別
する許可メッセージを前記第２のアクセス端末に送信することと、
　前記第１のシンボル期間の間、前記リソースエレメントの第１のセットの前記割り当て
られた一部分を介して、前記第２のアクセス端末からの信号および前記第１のアクセス端
末からのアップリンク制御シグナリングを受信すること、ここにおいて、前記信号が、物
理アップリンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ）シグナリングからの前記信号と区別するため
に前記第２のアクセス端末に関連するシグネチャを有するか、またはＰＵＣＣＨシグナリ



(2) JP 6896712 B2 2021.6.30

10

20

30

40

50

ングからの前記信号と区別するために予約されたサブキャリアインターレース上で受信さ
れる、と、
　前記リソースエレメントの第２のセットの前記割り当てられた一部分を介して、前記第
２のアクセス端末からのアップリンクデータシグナリングを受信することと
を備える、通信方法。
【請求項２】
　前記アップリンク制御チャネルを搬送するためのリソースエレメントの第３のセットを
選択することと、
　前記リソースエレメントの第３のセットに関連する１つまたは複数の他の構成パラメー
タを含む他の構成メッセージを前記１つまたは複数のアクセス端末に送信することと、
　前記リソースエレメントの第３のセットを介して前記１つまたは複数のアクセス端末か
らアップリンク制御シグナリングを受信することと
をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記１つまたは複数の構成パラメータは、前記リソースエレメントの第１のセットが位
置する１つまたは複数のアップリンクサブフレームを識別するサブフレーム識別子、前記
リソースエレメントの第１のセットが位置する１つまたは複数のシンボル期間を識別する
シンボル期間識別子、前記リソースエレメントの第１のセットが位置する１つまたは複数
のサブキャリアを識別するサブキャリア識別子、またはそれらの組合せを含む、請求項１
に記載の方法。
【請求項４】
　前記構成メッセージが、個々の無線リソース制御（ＲＲＣ）メッセージとして別々に前
記１つまたは複数のアクセス端末の各々に送信される、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記構成メッセージが、共通ダウンリンク制御情報（ＤＣＩ）メッセージとしてまとめ
て前記１つまたは複数のアクセス端末の各々に送信される、請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記許可メッセージが、前記アップリンクデータチャネルを搬送するリソースエレメン
トの前記選択されたセットの第１のサブキャリアインターレースのための第１の開始時間
と、前記アップリンクデータチャネルを搬送するリソースエレメントの前記選択されたセ
ットの第２のサブキャリアインターレースのための第２の開始時間とを識別する、請求項
１に記載の方法。
【請求項７】
　前記アップリンクデータチャネルのための第１の送信電力を設定することと、
　前記アップリンクデータチャネルのための前記第１の送信電力に基づいて、前記アップ
リンク制御チャネルのための第２の送信電力を設定することと、
　前記アップリンク制御チャネルのための少なくとも前記第２の送信電力を示す電力制御
コマンドを前記１つまたは複数のアクセス端末に送信することと
をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　アップリンク制御チャネルを搬送するためのリソースエレメントの第１のセットを選択
するための手段と、
　第１のシンボル期間中に、前記アップリンク制御チャネルを搬送する前記リソースエレ
メントの第１のセットの少なくとも一部分を、第１のアクセス端末に割り当てるための手
段と、
　前記リソースエレメントの第１のセットに関連する１つまたは複数の構成パラメータを
含む構成メッセージを第１のアクセス端末に送信するための手段と、
　アップリンクデータチャネルを搬送するためのリソースエレメントの第２のセットを選
択するための手段、ここにおいて、前記リソースエレメントの第２のセットが、前記リソ
ースエレメントの第１のセットと共通サブフレーム中で多重化される、と、
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　第２のシンボル期間中に、前記リソースエレメントの第２のセットの少なくとも一部分
を、第２のアクセス端末に割り当てるための手段と、
　前記リソースエレメントの第２のセットのための前記サブフレーム内の開始時間を識別
する許可メッセージを前記第２のアクセス端末に送信するための手段と、
　前記第１のシンボル期間の間、前記リソースエレメントの第１のセットの前記割り当て
られた一部分を介して、前記第２のアクセス端末からの信号および前記第１のアクセス端
末からのアップリンク制御シグナリングを受信するための手段、ここにおいて、前記信号
が、物理アップリンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ）シグナリングからの前記信号と区別す
るために前記第２のアクセス端末に関連するシグネチャを有するか、またはＰＵＣＣＨシ
グナリングからの前記信号と区別するために予約されたサブキャリアインターレース上で
受信される、と、
　前記リソースエレメントの第２のセットの前記割り当てられた一部分を介して、前記第
２のアクセス端末からのアップリンクデータシグナリングを受信するための手段と
を備える、通信装置。
【請求項９】
　第２のアクセス端末による通信方法であって、
　アクセスポイントから、アップリンク制御チャネルのための１つまたは複数の構成パラ
メータを含む構成メッセージを受信することと、
　前記構成メッセージに基づいて、前記アップリンク制御チャネルを搬送するように構成
されたリソースエレメントの第１のセットを決定することと、
　前記アクセスポイントから、アップリンクデータチャネルのためのサブフレーム内の開
始時間を識別する許可メッセージを受信することと、
　前記許可メッセージに基づいて、前記アップリンクデータチャネルを搬送するように構
成されたリソースエレメントの第２のセットを決定すること、ここにおいて、前記アップ
リンクデータチャネルを搬送する前記リソースエレメントの第２のセットが、第１のアク
セス端末のための前記アップリンク制御チャネルを搬送する前記リソースエレメントの第
１のセットの一部分と前記サブフレーム中で多重化される、と、
　前記アクセスポイントから、第１のシンボル期間中に、前記リソースエレメントの第１
のセットの割り当てのいずれも受信しないことと、
　前記アクセスポイントから、第２のシンボル期間中に、前記アップリンクデータチャネ
ルを搬送する前記リソースエレメントの決定された第２のセットの少なくとも一部分の割
り当てを受信することと、
　前記アクセスポイントに、前記第１のシンボル期間の間に、前記第１のアクセス端末に
割り当てられた前記リソースエレメントの第１のセットの前記一部分を介した信号、およ
び前記リソースエレメントの第２のセットを介したアップリンクデータシグナリングを送
信すること、ここにおいて、前記信号が、物理アップリンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ）
シグナリングからの前記信号と区別するために前記第２のアクセス端末に関連するシグネ
チャを有するか、またはＰＵＣＣＨシグナリングからの前記信号と区別するために予約さ
れたサブキャリアインターレース上で送信される、と
を備える、通信方法。
【請求項１０】
　前記アクセスポイントから、前記アップリンク制御チャネルのための１つまたは複数の
他の構成パラメータを含む他の構成メッセージを受信することと、
　前記他の構成メッセージに基づいて、前記アップリンク制御チャネルを搬送するように
構成されたリソースエレメントの他のセットを決定することと、
　リソースエレメントの前記他の決定されたセットを介して前記アクセスポイントにアッ
プリンク制御シグナリングを送信することと
さらに備える、請求項９に記載の方法。
【請求項１１】
　前記許可メッセージが、前記アップリンクデータチャネルを搬送するリソースエレメン
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トの前記決定された第２のセットの第１のサブキャリアインターレースのための第１の開
始時間と、前記アップリンクデータチャネルを搬送するリソースエレメントの前記決定さ
れた第２のセットの第２のサブキャリアインターレースのための第２の開始時間とを識別
する、請求項９に記載の方法。
【請求項１２】
　第２のアクセス端末での通信装置であって、
　アクセスポイントから、アップリンク制御チャネルのための１つまたは複数の構成パラ
メータを含む構成メッセージを受信するための手段と、
　前記構成メッセージに基づいて、前記アップリンク制御チャネルを搬送するように構成
されたリソースエレメントの第１のセットを決定するための手段と、
　前記アクセスポイントから、アップリンクデータチャネルのためのサブフレーム内の開
始時間を識別する許可メッセージを受信するための手段と、
　前記許可メッセージに基づいて、前記アップリンクデータチャネルを搬送するように構
成されたリソースエレメントの第２のセットを決定するための手段、ここにおいて、前記
アップリンクデータチャネルを搬送する前記リソースエレメントの第２のセットが、第２
のアクセス端末のための前記アップリンク制御チャネルを搬送する前記リソースエレメン
トの第１のセットの一部分と前記サブフレーム中で多重化される、と、
　前記アクセスポイントから、第２のシンボル期間中に、前記アップリンクデータチャネ
ルを搬送する前記リソースエレメントの決定された第２のセットの少なくとも一部分の割
り当てを受信することと、
　前記アクセスポイントから、第１のシンボル期間中に、前記リソースエレメントの第１
のセットの割り当てがいずれも受信されないとき、前記アクセスポイントに、前記第１の
シンボル期間の間に、前記第１のアクセス端末のための前記アップリンク制御チャネルを
搬送する前記リソースエレメントの第１のセットの一部分を介した信号、および前記第２
のシンボル期間の間に、前記リソースエレメントの第２のセットを介したアップリンクデ
ータシグナリングを送信するための手段、ここにおいて、前記信号が、物理アップリンク
制御チャネル（ＰＵＣＣＨ）シグナリングからの前記信号と区別するために前記第２のア
クセス端末に関連するシグネチャを有するか、またはＰＵＣＣＨシグナリングからの前記
信号と区別するために予約されたサブキャリアインターレース上で送信される、と
を備える、通信装置。
【請求項１３】
　ワイヤレス通信装置中の少なくとも１つのプロセッサによって実行されたとき、前記ワ
イヤレス通信装置に請求項１－７、および９－１１のいずれか１項に記載の方法を実行さ
せるコードを備える非一時的コンピュータ可読媒体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
関連出願の相互参照
　[0001]本出願は、本出願の譲受人に譲渡され、その全体が参照により本明細書に明確に
組み込まれる、２０１５年９月２４日に出願された「Channel Configuration in a Share
d Communication Medium」と題する米国仮出願第６２／２２２，８６７号の利益を主張す
る。
【０００２】
　[0002]本開示の態様は、一般に電気通信に関し、より詳細には、共有通信媒体上での動
作などに関する。
【背景技術】
【０００３】
　[0003]ワイヤレス通信システムは、音声、データ、マルチメディアなど、様々なタイプ
の通信コンテンツを提供するために広く展開されている。典型的なワイヤレス通信システ
ムは、利用可能なシステムリソース（たとえば、帯域幅、送信電力など）を共有すること
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によって複数のユーザとの通信をサポートすることが可能な多元接続システムである。そ
のような多元接続システムの例としては、符号分割多元接続（ＣＤＭＡ）システム、時分
割多元接続（ＴＤＭＡ）システム、周波数分割多元接続（ＦＤＭＡ）システム、および直
交周波数分割多元接続（ＯＦＤＭＡ）システムなどがある。これらのシステムは、しばし
ば、第３世代パートナーシッププロジェクト（３ＧＰＰ（登録商標）：Third Generation
 Partnership Project）によって提供されるロングタームエボリューション（ＬＴＥ（登
録商標）：Long Term Evolution）、第３世代パートナーシッププロジェクト２（３ＧＰ
Ｐ２：Third Generation Partnership Project 2）によって提供されるウルトラモバイル
ブロードバンド（ＵＭＢ：Ultra Mobile Broadband）およびエボリューションデータオプ
ティマイズド（ＥＶ－ＤＯ：Evolution Data Optimized）、米国電気電子技術者協会（Ｉ
ＥＥＥ）によって提供される８０２．１１などの規格に準拠して展開される。
【０００４】
　[0004]セルラーネットワークでは、「マクロセル」アクセスポイントが、ある地理的エ
リアにわたる多数のユーザに接続性およびカバレージを与える。地理的領域にわたって良
好なカバレージを与えるために、マクロネットワーク展開が、慎重に計画され、設計され
、インプリメントされる。住居およびオフィスビルのためになど、屋内または他の特定の
地理的カバレージを改善するために、追加の「スモールセル」、一般的に、低電力アクセ
スポイントが、従来のマクロネットワークを補うために最近展開され始めた。スモールセ
ルアクセスポイントはまた、漸進的キャパシティ増大、よりリッチなユーザエクスペリエ
ンスなどを与え得る。
【０００５】
　[0005]スモールセルＬＴＥ動作が、たとえば、ワイヤレスローカルエリアネットワーク
（ＷＬＡＮ）技術によって使用される無認可国内情報インフラストラクチャ（Ｕ－ＮＩＩ
：Unlicensed National Information Infrastructure）帯域などの無認可周波数スペクト
ルに拡張された。スモールセルＬＴＥ動作のこの拡張は、ＬＴＥシステムのスペクトル効
率、したがってキャパシティを増加させるように設計される。しかしながら、それは、一
般に、同じ無認可帯域を利用する他の無線アクセス技術（ＲＡＴ）、最も顕著には、一般
に「Ｗｉ－Ｆｉ（登録商標）」と呼ばれるＩＥＥＥ８０２．１１ｘ　ＷＬＡＮ技術の動作
と共存する必要があり得る。
【発明の概要】
【０００６】
　[0006]以下の概要は、本開示の様々な態様の説明を助けるためのみに与えられる概観で
あり、態様の限定ではなく、態様の例示のみのために与えられる。
【０００７】
　[0007]一例では、通信方法が開示される。本方法は、たとえば、アップリンク制御チャ
ネルを搬送するためのリソースエレメントのセットを選択することと、リソースエレメン
トの選択されたセットに関連する１つまたは複数の構成パラメータを含む構成メッセージ
を１つまたは複数のアクセス端末に送信することと、リソースエレメントの選択されたセ
ットを介して１つまたは複数のアクセス端末からアップリンク制御シグナリングを受信す
ることとを含み得る。
【０００８】
　[0008]別の例では、通信装置が開示される。本装置は、たとえば、少なくとも１つのプ
ロセッサと、少なくとも１つのプロセッサに結合された少なくとも１つのメモリと、少な
くとも１つのトランシーバとを含み得る。少なくとも１つのプロセッサおよび少なくとも
１つのメモリは、アップリンク制御チャネルを搬送するためのリソースエレメントのセッ
トを選択するように構成され得る。少なくとも１つのトランシーバは、リソースエレメン
トの選択されたセットに関連する１つまたは複数の構成パラメータを含む構成メッセージ
を１つまたは複数のアクセス端末に送信することと、リソースエレメントの選択されたセ
ットを介して１つまたは複数のアクセス端末からアップリンク制御シグナリングを受信す
ることとを行うように構成され得る。
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【０００９】
　[0009]別の例では、別の通信装置が開示される。本装置は、たとえば、アップリンク制
御チャネルを搬送するためのリソースエレメントのセットを選択するための手段と、リソ
ースエレメントの選択されたセットに関連する１つまたは複数の構成パラメータを含む構
成メッセージを１つまたは複数のアクセス端末に送信するための手段と、リソースエレメ
ントの選択されたセットを介して１つまたは複数のアクセス端末からアップリンク制御シ
グナリングを受信するための手段とを含み得る。
【００１０】
　[0010]別の例では、少なくとも１つのプロセッサによって実行されたとき、少なくとも
１つのプロセッサに通信のための動作を実施させる一時的または非一時的コンピュータ可
読媒体が開示される。本コンピュータ可読媒体は、たとえば、アップリンク制御チャネル
を搬送するためのリソースエレメントのセットを選択するためのコードと、リソースエレ
メントの選択されたセットに関連する１つまたは複数の構成パラメータを含む構成メッセ
ージを１つまたは複数のアクセス端末に送信するためのコードと、リソースエレメントの
選択されたセットを介して１つまたは複数のアクセス端末からアップリンク制御シグナリ
ングを受信するためのコードとを含み得る。
【００１１】
　[0011]別の例では、別の通信方法が開示される。本方法は、たとえば、アクセスポイン
トから、アップリンク制御チャネルのための１つまたは複数の構成パラメータを含む構成
メッセージを受信することと、構成メッセージに基づいて、アップリンク制御チャネルを
搬送するように構成されたリソースエレメントのセットを決定することと、リソースエレ
メントの決定されたセットを介してアクセスポイントにアップリンク制御シグナリングを
送信することとを含み得る。
【００１２】
　[0012]別の例では、別の通信装置が開示される。本装置は、たとえば、少なくとも１つ
のプロセッサと、少なくとも１つのプロセッサに結合された少なくとも１つのメモリと、
少なくとも１つのトランシーバとを含み得る。少なくとも１つのトランシーバは、アクセ
スポイントから、アップリンク制御チャネルのための１つまたは複数の構成パラメータを
含む構成メッセージを受信するように構成され得る。少なくとも１つのプロセッサおよび
少なくとも１つのメモリは、構成メッセージに基づいて、アップリンク制御チャネルを搬
送するように構成されたリソースエレメントのセットを決定するように構成され得、ここ
において、少なくとも１つのトランシーバは、リソースエレメントの決定されたセットを
介してアクセスポイントにアップリンク制御シグナリングを送信するようにさらに構成さ
れる。
【００１３】
　[0013]別の例では、別の通信装置が開示される。本装置は、たとえば、アクセスポイン
トから、アップリンク制御チャネルのための１つまたは複数の構成パラメータを含む構成
メッセージを受信するための手段と、構成メッセージに基づいて、アップリンク制御チャ
ネルを搬送するように構成されたリソースエレメントのセットを決定するための手段と、
リソースエレメントの決定されたセットを介してアクセスポイントにアップリンク制御シ
グナリングを送信するための手段とを含み得る。
【００１４】
　[0014]別の例では、少なくとも１つのプロセッサによって実行されたとき、少なくとも
１つのプロセッサに通信のための動作を実施させる別の一時的または非一時的コンピュー
タ可読媒体が開示される。本コンピュータ可読媒体は、たとえば、アクセスポイントから
、アップリンク制御チャネルのための１つまたは複数の構成パラメータを含む構成メッセ
ージを受信するためのコードと、構成メッセージに基づいて、アップリンク制御チャネル
を搬送するように構成されたリソースエレメントのセットを決定するためのコードと、リ
ソースエレメントの決定されたセットを介してアクセスポイントにアップリンク制御シグ
ナリングを送信するためのコードとを含み得る。
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【図面の簡単な説明】
【００１５】
　[0015]添付の図面は、本開示の様々な態様の説明を助けるために提示され、態様の限定
ではなく、態様の例示のみのために与えられる。
【図１】[0016]例示的なワイヤレスネットワーク環境を示すシステムレベル図。
【図２】[0017]例として物理アップリンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ：Physical Uplink 
Control Channel）として示されているアップリンク制御チャネルをもつ例示的な仮想時
分割複信（ＴＤＤ）フレーム構造を示す図。
【図３】[0018]構成メッセージの例示的なインプリメンテーションを示す図。
【図４】[0019]関連する部分において、ＰＵＣＣＨなどのアップリンク制御チャネルを、
例として物理アップリンク共有チャネル（ＰＵＳＣＨ：Physical Uplink Shared Channel
）として示されているアップリンクデータチャネルと多重化するための例示的なサブフレ
ーム構造を示すリソースマップ。
【図５】[0020]関連する部分において、ＰＵＣＣＨなどのアップリンク制御チャネルをＰ
ＵＳＣＨなどのアップリンクデータチャネルと多重化するための別の例示的なサブフレー
ム構造を示すリソースマップ。
【図６】[0021]関連する部分において、ＰＵＣＣＨなどのアップリンク制御チャネルをＰ
ＵＳＣＨなどのアップリンクデータチャネルと多重化するための電力制御方式を示すリソ
ースマップ。
【図７】[0022]本明細書で説明される技法による、通信の例示的な方法を示す流れ図。
【図８】[0023]本明細書で説明される技法による、通信の別の例示的な方法を示す流れ図
。
【図９】[0024]アクセスポイントおよびアクセス端末の例示的な構成要素をより詳細に示
すデバイスレベル図。
【図１０】[0025]一連の相互に関係する機能モジュールとして表された例示的な装置を示
す図。
【図１１】[0026]一連の相互に関係する機能モジュールとして表された例示的な装置を示
す図。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
　[0027]本開示は、一般に共有通信媒体上での動作に関する。そのような通信媒体への干
渉および不確かなアクセスの可能性に照らしてフレキシビリティを与えるために、物理ア
ップリンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ）などのアップリンク制御チャネルは、それらのリ
ソース割当てに関して動的に構成され得る。所与の時間におけるアップリンク制御チャネ
ルのためのアクセスポイントによって選択されたリソースが、構成メッセージなどを介し
てアクセスポイントによってサービスされているアクセス端末と協調され得る。構成メッ
セージは、ブロードキャスト／マルチキャストシグナリングとユニキャストシグナリング
の両方を含む様々な方法で送られ得、サブフレーム識別子、シンボル期間識別子、サブキ
ャリア識別子などを含み得る。
【００１７】
　[0028]また、ＰＵＣＣＨなどのアップリンク制御チャネルを物理アップリンク共有チャ
ネル（ＰＵＳＣＨ）などのアップリンクデータチャネルと多重化するための追加の拡張が
与えられる。たとえば、アップリンクデータチャネルのためのリソースをアクセス端末に
割り当てる許可メッセージが、さらに、アップリンク制御チャネルの動的構成に関するア
ップリンクデータチャネルのタイミング（たとえば、ＰＵＣＣＨによってさまざまに占有
され得る、異なるサブキャリアインターレース中のＰＵＳＣＨの異なる開始時間）を識別
し得る。別の例として、アクセス端末が所与のシンボル期間中に制御シグナリングのため
に指定されない場合でも、アクセス端末はそのシンボル期間中にあるシグナリング（たと
えば、ダミー信号）を送信するように構成され得、それは、通信媒体上での連続動作を維
持し、後でスケジュールされるアップリンクデータシグナリングに関して阻止されること
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を回避するのを助け得る。別の例として、アップリンク制御チャネルの送信電力が、（た
とえば、カバレージエリアに一致するかまたは実質的に一致するように）アップリンクデ
ータチャネルの送信電力に結合され得る。
【００１８】
　[0029]説明の目的で提供される様々な例を対象とする以下の説明および関連する図面に
おいて、本開示のより具体的な態様が提供される。本開示の範囲から逸脱することなく、
代替態様が考案され得る。さらに、より関連する詳細を不明瞭にしないように、本開示の
よく知られている態様は詳細に説明されないことがあるか、または省略されることがある
。
【００１９】
　[0030]以下で説明される情報および信号は、多種多様な技術および技法のいずれかを使
用して表され得ることを当業者は諒解されよう。たとえば、以下の説明全体にわたって言
及され得るデータ、命令、コマンド、情報、信号、ビット、シンボル、およびチップは、
部分的に特定の適用例、部分的に所望の設計、部分的に対応する技術などに応じて、電圧
、電流、電磁波、磁界または磁性粒子、光場または光学粒子、あるいはそれらの任意の組
合せによって表され得る。
【００２０】
　[0031]さらに、多くの態様が、たとえば、コンピューティングデバイスの要素によって
実施されるべき一連のアクションに関して説明される。本明細書で説明される様々なアク
ションは、特定の回路（たとえば、特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ））によって、１つ
または複数のプロセッサによって実行されるプログラム命令によって、あるいは両方の組
合せによって実施され得ることを認識されよう。さらに、本明細書で説明される態様の各
々について、任意のそのような態様の対応する形式は、たとえば、説明されるアクション
を実施する「ように構成された論理」としてインプリメントされ得る。
【００２１】
　[0032]図１は、「１次（primary）」無線アクセス技術（ＲＡＴ）システム１００と「
競合（competing）」ＲＡＴシステム１５０とを含むものとして例として示されている、
例示的なワイヤレスネットワーク環境を示すシステムレベル図である。各システムは、概
して、様々なタイプの通信（たとえば、音声、データ、マルチメディアサービス、関連す
る制御シグナリングなど）に関係する情報を含む、ワイヤレスリンクを介して受信および
／または送信することが可能な、異なるワイヤレスノードから構成され得る。１次ＲＡＴ
システム１００は、ワイヤレスリンク１３０を介して互いに通信しているアクセスポイン
ト１１０とアクセス端末１２０とを含むものとして示されている。競合ＲＡＴシステム１
５０は、別個のワイヤレスリンク１３２を介して互いに通信している２つの競合ノード１
５２を含むものとして示されており、１つまたは複数のアクセスポイント、アクセス端末
、または他のタイプのワイヤレスノードを同様に含み得る。一例として、１次ＲＡＴシス
テム１００のアクセスポイント１１０およびアクセス端末１２０は、ロングタームエボリ
ューション（ＬＴＥ）技術に従ってワイヤレスリンク１３０を介して通信し得、競合ＲＡ
Ｔシステム１５０の競合ノード１５２は、Ｗｉ－Ｆｉ技術に従ってワイヤレスリンク１３
２を介して通信し得る。各システムは、地理的領域全体にわたって分散された任意の数の
ワイヤレスノードをサポートし得、図示されたエンティティは単に説明の目的で示されて
いることが諒解されよう。
【００２２】
　[0033]別段に記載されていない限り、「アクセス端末」および「アクセスポイント」と
いう用語は、特定のＲＡＴに固有のものでも、それに限定されるものでもない。概して、
アクセス端末は、ユーザが通信ネットワークを介して通信することを可能にする任意のワ
イヤレス通信デバイス（たとえば、モバイルフォン、ルータ、パーソナルコンピュータ、
サーバ、エンターテインメントデバイス、モノのインターネット（ＩＯＴ：Internet of 
Things）／すべてのモノのインターネット（ＩＯＥ：Internet of Everything）対応デバ
イス、車両内通信デバイスなど）であり得、代替的に、異なるＲＡＴ環境では、ユーザデ
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バイス（ＵＤ）、移動局（ＭＳ）、加入者局（ＳＴＡ）、ユーザ機器（ＵＥ）などと呼ば
れることがある。同様に、アクセスポイントは、アクセスポイントがそれにおいて展開さ
れるネットワークに応じて、アクセス端末と通信している際に１つまたは複数のＲＡＴに
従って動作し得、代替的に、基地局（ＢＳ）、ネットワークノード、ノードＢ、発展型ノ
ードＢ（ｅＮＢ）などと呼ばれることがある。そのようなアクセスポイントは、たとえば
、スモールセルアクセスポイントに対応し得る。「スモールセル」は、概して、フェムト
セル、ピコセル、マイクロセル、ワイヤレスローカルエリアネットワーク（ＷＬＡＮ）ア
クセスポイント、他の小さいカバレージエリアアクセスポイントなどを含むかまたは場合
によってはそのように呼ばれることがある、低電力アクセスポイントのクラスを指す。ス
モールセルは、近傍内の数ブロックまたは地方環境における数平方マイルをカバーし得る
マクロセルカバレージを補うために展開され得、それにより、改善されたシグナリング、
漸進的キャパシティ増大、よりリッチなユーザエクスペリエンスなどにつながり得る。
【００２３】
　[0034]図１に戻ると、１次ＲＡＴシステム１００によって使用されるワイヤレスリンク
１３０と、競合ＲＡＴシステム１５０によって使用されるワイヤレスリンク１３２とは、
共有通信媒体１４０を介して動作し得る。このタイプの通信媒体は、（たとえば、１つま
たは複数のキャリアにわたる１つまたは複数のチャネルを包含する）１つまたは複数の周
波数、時間、および／または空間通信リソースから構成され得る。一例として、通信媒体
１４０は、無認可周波数帯域の少なくとも一部分に対応し得る。異なる認可周波数帯域が
、（たとえば、米国における連邦通信委員会（ＦＣＣ）などの政府機関によって）いくつ
かの通信のために予約済みであるが、いくつかのシステム、特に、スモールセルアクセス
ポイントを採用するものは、Ｗｉ－Ｆｉを含むＷＬＡＮ技術によって使用される無認可国
内情報インフラストラクチャ（Ｕ－ＮＩＩ）帯域などの無認可周波数帯域に動作を拡張し
た。
【００２４】
　[0035]通信媒体１４０の共有により、ワイヤレスリンク１３０とワイヤレスリンク１３
２との間のクロスリンク干渉（cross-link interference）の可能性がある。さらに、い
くつかのＲＡＴおよびいくつかの管轄区域（jurisdiction）は、通信媒体１４０へのアク
セスのために競合または「リッスンビフォアトーク（ＬＢＴ）」を必要とし得る。一例と
して、クリアチャネルアセスメント（ＣＣＡ）プロトコルが使用され得、それにおいて、
各デバイスは、それ自体の送信のために通信媒体を奪取する（および、いくつかの場合に
は予約する）前に、媒体検知を介して共有通信媒体上の他のトラフィックの不在を確認す
る。いくつか設計では、ＣＣＡプロトコルは、通信媒体をＲＡＴ内トラフィックとＲＡＴ
間トラフィックとにそれぞれ与えるための別個のＣＣＡプリアンブル検出（ＣＣＡ－ＰＤ
：CCA Preamble Detection）機構とＣＣＡエネルギー検出（ＣＣＡ－ＥＤ：CCA Energy D
etection）機構とを含み得る。欧州通信規格協会（ＥＴＳＩ）は、たとえば、無認可周波
数帯域など、いくつかの通信媒体上の、それらのＲＡＴにかかわらずすべてのデバイスに
ついての競合を規定する。
【００２５】
　[0036]以下でより詳細に説明されるように、アクセスポイント１１０および／またはア
クセス端末１２０は、上記で手短に説明された動的チャネル構成技法を与えるかまたはさ
もなければサポートするように、本明細書の教示に従ってさまざまに構成され得る。たと
えば、アクセスポイント１１０はアップリンクチャネル構成マネージャ１１２を含み得、
アクセス端末１２０はアップリンクチャネル構成マネージャ１２２を含み得る。アップリ
ンクチャネル構成マネージャ１１２および／またはアップリンクチャネル構成マネージャ
１２２は、通信媒体１４０上の異なるアップリンクチャネルの構成を管理するために異な
る方法で構成され得る。
【００２６】
　[0037]図２は、アクセスポイント１１０／アクセス端末１２０と競合ＲＡＴシステム１
５０との間での競合ベースアクセスを可能にするために、通信媒体１４０上に１次ＲＡＴ
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システム１００のためにインプリメントされ得る、例示的な仮想時分割複信（ＴＤＤ）フ
レーム構造を示す。
【００２７】
　[0038]図示されたフレーム構造は、システムフレーム番号ヌメロロジー（system frame
 number numerology）に従って番号付けされ（ＲＦ　Ｎ、Ｎ＋１、Ｎ＋２など）、同じく
参照のために番号付けされ得る（たとえば、ＳＦ０、ＳＦ１など）それぞれのサブフレー
ム（ＳＦ）に分割された、一連の無線フレーム（ＲＦ）を含む。各それぞれのサブフレー
ムはさらにスロット（図２に図示せず）に分割され得、スロットはさらにシンボル期間に
分割され得る。一例として、ＬＴＥフレーム構造は、１０個のサブフレームからそれぞれ
構成された１０２４個の番号付けされた無線フレームに分割されたシステムフレームを含
み、それらはともに（たとえば、１ｍｓサブフレームを有する１０ｍｓ無線フレームの場
合、１０．２４秒持続する）システムフレームサイクルを構成する。その上、各サブフレ
ームは２つのスロットを備え得、各スロットは６つまたは７つのシンボル期間を備え得る
。フレーム構造の使用は、よりアドホックなシグナリング技法よりもデバイスの間のより
自然で効率的な協調を与え得る。
【００２８】
　[0039]図２の例示的なフレーム構造は、各サブフレームが異なる時間にダウンリンク（
Ｄ）、アップリンク（Ｕ）、またはスペシャル（Ｓ）サブフレームとしてさまざまに動作
され得るという点で、ＴＤＤである。概して、ダウンリンクサブフレームは、ダウンリン
ク情報をアクセスポイント１１０からアクセス端末１２０に送信するために予約され、ア
ップリンクサブフレームは、アップリンク情報をアクセス端末１２０からアクセスポイン
ト１１０に送信するために予約され、スペシャルサブフレームは、ガード期間によって分
離されたダウンリンク部分とアップリンク部分とを含み得る。ダウンリンク、アップリン
ク、およびスペシャルサブフレームの異なる配置は、異なるＴＤＤ構成と呼ばれることが
ある。上記のＬＴＥ例に戻ると、ＬＴＥフレーム構造のＴＤＤ変形態は、７つのＴＤＤ構
成（ＴＤＤ構成（Config）０～ＴＤＤ構成６）を含み、各構成は、ダウンリンク、アップ
リンク、およびスペシャルサブフレームの異なる配置を有する。たとえば、異なるトラフ
ィックシナリオに適応するために、いくつかのＴＤＤ構成はより多くのダウンリンクサブ
フレームを有し得、いくつかはより多くのアップリンクサブフレームを有し得る。図２の
図示の例では、ＬＴＥにおけるＴＤＤ構成３と同様であるＴＤＤ構成が採用される。採用
された特定のＴＤＤ構成は、システム情報ブロック（ＳＩＢ）メッセージ、制御領域中で
ＴＤＤフレームフォーマットを示すための新しい物理チャネルなど（たとえば、ＬＴＥに
おけるＳＩＢ－１メッセージ）を使用して、アクセスポイント１１０によってブロードキ
ャストされ得る。
【００２９】
　[0040]各ＴＤＤ構成は異なるが、すべてのＴＤＤ構成にわたって同じである、１つまた
は複数のサブフレームがあり得る。これらのサブフレームは、本明細書ではアンカーサブ
フレーム（anchor subframe）と呼ばれる。再び上記のＬＴＥ例に戻ると、ＴＤＤ構成Ｔ
ＤＤ構成０～ＴＤＤ構成６の各々にわたる各無線フレームにおいて、サブフレームＳＦ０
はダウンリンクサブフレームであり、ＳＦ１はスペシャルサブフレームであり、ＳＦ２は
アップリンクサブフレームであり、ＳＦ５はダウンリンクサブフレームである。図示の例
では、アンカーサブフレームは、各無線フレームのサブフレームＳＦ０、ＳＦ１、ＳＦ２
、およびＳＦ５に同様に対応するが、具体的なアンカーキャリア指定は、異なるシステム
にわたって変動し得ることが諒解されよう。
【００３０】
　[0041]図２の例示的なフレーム構造は、各サブフレームが、通信媒体１４０にアクセス
するための競合プロシージャにより、所与のインスタンスにおける１次ＲＡＴシグナリン
グによって占有されることがあるかまたは占有されないことがあるという点で、仮想であ
る。概して、アクセスポイント１１０またはアクセス端末１２０が、所与のサブフレーム
についての競合に勝つことができない場合、そのサブフレームは無音化され得る。
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【００３１】
　[0042]競合プロセス中のあるポイントにおいて、通信媒体１４０はクリアになり（たと
えば、ＣＣＡクリア）、アクセスポイント１１０は、たとえば、それを奪取する。ある持
続時間（たとえば、１つの無線フレーム）を有する送信機会（ＴＸＯＰ）のためにそれ自
体のために通信媒体１４０を予約するために、アクセスポイント１１０は、競合ＲＡＴシ
ステム１５０のために定義されたチャネル予約メッセージ（ＲＳＶ）２０２を送り得る。
チャネル予約メッセージ２０２は、１次ＲＡＴ動作のために通信媒体１４０を予約するた
めに、通信媒体１４０を介して（たとえば、アクセスポイント１１０にも属する競合ＲＡ
Ｔ固有トランシーバを介して）送信され得る。例示的なチャネル予約メッセージは、たと
えば、競合Ｗｉ－Ｆｉ　ＲＡＴのための、８０２．１１ａデータパケット、自己への送信
可（ＣＴＳ２Ｓ：Clear-to-Send-to-Self）メッセージ、送信要求（ＲＴＳ：Request-to-
Send）メッセージ、送信可（ＣＴＳ）メッセージ、物理レイヤコンバージェンスプロトコ
ル（ＰＬＣＰ）ヘッダ（たとえば、レガシー信号（Ｌ－ＳＩＧ）、高スループット信号（
ＨＴ－ＳＩＧ）、または超高スループット信号（ＶＨＴ－ＳＩＧ））など、または当該の
他の競合ＲＡＴのために定義された他の同様のメッセージを含み得る。チャネル予約メッ
セージ２０２は、アクセスポイント１１０がそれのためにアクセスを求めて競合した、タ
ーゲットＴＸＯＰの持続時間に対応する持続時間指示（たとえば、ネットワーク割当てベ
クトル（ＮＡＶ：Network Allocation Vector））を含み得る。
【００３２】
　[0043]通信媒体１４０上でのアップリンク動作を可能にするのを助けるために、アクセ
スポイント１１０は、物理アップリンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ）として図２に示され
、以下で例として説明される、アップリンク制御チャネルを静的にではなく動的に構成し
得る。これは、競合ＲＡＴシステム１５０によって作成される潜在的干渉またはチャネル
阻止シナリオに応答して、フレキシビリティを与え得る。
【００３３】
　[0044]図２にさらに示されているように、各アップリンクサブフレームは、通信媒体１
４０上での時間（たとえば、所与のシンボル期間）リソースと周波数（たとえば、所与の
サブキャリア）リソースとの異なる組合せに対応するいくつかのリソースエレメント２０
４を含み得る。アクセスポイント１１０は、ＰＵＣＣＨを搬送するためのリソースのセッ
トを動的に選択し得る。図示の例では、アクセスポイント１１０は、リソースエレメント
の１つのセットを用いてＰＵＣＣＨの第１のインスタンス（構成２０６）を構成し、リソ
ースエレメントの別のセットを用いてＰＵＣＣＨの第２のインスタンス（構成２０８）を
構成し得る。
【００３４】
　[0045]アクセス端末シグナリングをＰＵＣＣＨ構成と協調させるために、アクセスポイ
ント１１０は、たとえば、リソースエレメントの選択されたセットに関連する１つまたは
複数の構成パラメータを含む構成メッセージ２１０を、アクセス端末１２０に送り得る。
構成メッセージ２１０は、周期的に、またはイベント駆動ベースで送られ得る。例として
、構成メッセージ２１０は、所与のＴＸＯＰ中の各無線フレームの最初に送られ得る。
【００３５】
　[0046]図３は、構成メッセージ２１０の例示的なインプリメンテーションを示す。この
例では、構成メッセージ２１０は、関連する部分において、所与のインプリメンテーショ
ンのについて適宜に、サブフレーム識別子３０２と、シンボル期間識別子３０４と、サブ
キャリア識別子３０６と、（１つまたは複数の）他の識別子３０８とを含む。単一の構成
メッセージ２１０は、単に説明の目的で示されており、異なる設計およびシナリオでは、
様々な識別子が、信号の異なるセット中で、別個の個々の信号としてなど送信（ブロード
キャストまたはユニキャスト）され得るか、または適宜に完全に省略され得ることが諒解
されよう。
【００３６】
　[0047]サブフレーム識別子３０２は、リソースエレメントの選択されたセットが位置す
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る１つまたは複数のアップリンクサブフレームを識別するために使用され得る。たとえば
、再び図２を参照すると、サブフレーム識別子３０２は、第１の構成２０６に関連するア
ップリンクサブフレーム、第２の構成２０８に関連するアップリンクサブフレーム、また
はその両方を識別し得る。概して、識別されたアップリンクサブフレームは、構成メッセ
ージ２１０がその中で送られるＴＸＯＰ（たとえば、第１の構成２０６に関連するアップ
リンクサブフレーム）内にあるか、または構成メッセージ２１０がその中で送られるＴＸ
ＯＰ（たとえば、第２の構成２０８に関連するアップリンクサブフレーム）外にあり得る
。
【００３７】
　[0048]シンボル期間識別子３０４は、リソースエレメントの選択されたセットが位置す
る１つまたは複数のシンボル期間を識別し得る。たとえば、シンボル期間識別子３０４は
、サブフレーム識別子３０２によって識別されるアップリンクサブフレーム内のＰＵＣＣ
Ｈのための開始位置および持続時間を識別し得る。いくつかの設計では、開始位置または
持続時間のみが明示的に識別され、もう一方が（たとえば、割り当てられたＰＵＣＣＨフ
ォーマットに基づいて）暗示されるかまたはさもなければあらかじめ決定され得る。シン
ボル期間の数は、（たとえば、異なるサイズのペイロードのための短いＰＵＣＣＨフォー
マットと、より長いＰＵＣＣＨフォーマットの両方をカバーするために、２つ、７つ、ま
たは１４個のシンボル期間にわたる）フレキシブル動作を可能にするように動的に構成さ
れ得る。シンボル期間はまた、基準シンボル期間とペイロードシンボル期間の両方を含み
得る（たとえば、２つのシンボル期間にわたるＰＵＣＣＨの場合、第１のシンボル期間は
基準シンボルのために使用され得、第２のシンボル期間はＰＵＣＣＨペイロードを搬送し
得る）。
【００３８】
　[0049]サブキャリア識別子３０６は、リソースエレメントの選択されたセットが位置す
る１つまたは複数のサブキャリアを識別し得る。たとえば、サブキャリア識別子３０６は
、シンボル期間識別子３０４によって識別されるシンボル期間内にＰＵＣＣＨを搬送する
特定の１つまたは複数の周波数を識別し得る。別の例として、サブキャリア識別子３０６
は、シンボル期間識別子３０４によって識別されるシンボル期間内にＰＵＣＣＨを搬送す
るチャネル帯域幅にわたる周波数のインターレースを識別し得る。
【００３９】
　[0050]構成メッセージ２１０は、個々のアクセス端末を対象とするユニキャストシグナ
リングとアクセス端末のグループに共通のブロードキャスト／マルチキャストシグナリン
グの両方を含む、様々な方法で送られ得る。たとえば、構成メッセージ２１０は、個々の
無線リソース制御（ＲＲＣ）メッセージとして別々に各アクセス端末に送られ得る。別の
例として、構成メッセージ２１０は、共通ダウンリンク制御情報（ＤＣＩ）メッセージと
してまとめて各アクセス端末に送られ得る。どのアクセス端末がそれの構成とともにＰＵ
ＣＣＨ上での送信のために指定されるかを示す新しいＤＣＩフォーマットが定義され得る
。ＤＣＩフォーマットは、共通メッセージ中で１つまたは複数のアクセス端末のための情
報を伝達するために使用され得る。
【００４０】
　[0051]図４は、関連する部分において、ＰＵＣＣＨなどのアップリンク制御チャネルを
、例として物理アップリンク共有チャネル（ＰＵＳＣＨ：Physical Uplink Shared Chann
el）として示されているアップリンクデータチャネルと多重化するための例示的なサブフ
レーム構造を示すリソースマップである。概して、ＰＵＳＣＨは、時間領域においてサブ
フレームを構成するシンボル期間（たとえば、ノーマルサイクリックプレフィックスの場
合は１４個のシンボル期間）の全部または一部分にわたり、周波数領域においてサブキャ
リアのセットから形成される１つまたは複数のサブキャリアインターレースにわたり得る
。
【００４１】
　[0052]図示の例では、サブフレームを構成するリソースエレメントは、様々なリソース
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ブロック（ＲＢ）にグループ化され、（インターレース＃１～＃１０として示されている
）１０個のインターレースに分離され、ＰＵＣＣＨおよびＰＵＳＣＨは、ＲＢおよびイン
ターレースのそれぞれのサブセットを占有する。インターレーシング構造の例として、１
００個のＲＢをもつ２０ＭＨｚチャネル帯域幅の場合、１０個ごとのＲＢからなる１０個
のＲＢのセットが、各インターレースに専用であり得る。物理的ランダムアクセスチャネ
ル（ＰＲＡＣＨ：Physical Random Access Channel）、サウンディング基準信号（ＳＲＳ
：Sounding Reference Signal）チャネルなどの他のチャネル（図示せず）が、他のＲＢ
およびインターレースを占有し得る。
【００４２】
　[0053]アクセスポイント１１０は、先行するサブフレーム中の許可メッセージ４１０な
どを介してＰＵＳＣＨのためのリソースエレメントのサブセットをアクセス端末１２０に
割り当てることができる。しかしながら、図示のように、ＰＵＳＣＨは、対応するインタ
ーレースが動的に割り当てられたＰＵＣＣＨ（または何らかの他のチャネル）によって共
有されるかどうかに応じて、異なるシンボル期間中に開始し得る。図示の例では、ＰＵＳ
ＣＨは、ＰＵＣＣＨが第１および第２のシンボル期間を占有するインターレース＃１では
第３のシンボル期間において開始するが、ＰＵＣＣＨを含んでいないインターレース＃２
では第１のシンボル期間において開始し得る。
【００４３】
　[0054]アクセス端末１２０が所与のインターレース中のＰＵＳＣＨのロケーションを識
別することを支援するために、許可メッセージ４１０は、ＰＵＳＣＨを搬送するリソース
エレメントのセットのためのサブフレーム内の開始時間（たとえば、シンボル期間）を識
別する１つまたは複数のＰＵＳＣＨタイミングパラメータ４１２をさらに含み得る。上記
の例に戻ると、タイミングパラメータ４１２は、インターレース＃１中のＰＵＳＣＨのた
めの開始時間としてそのインターレース中の第３のシンボル期間を識別し、インターレー
ス＃２中のＰＵＳＣＨのための開始時間としてそのインターレース中の第１のシンボル期
間を識別し得、以下同様である。この情報に基づいて、アクセス端末１２０は、それに応
じて、レートマッチングをも実施し得る。
【００４４】
　[0055]図５は、関連する部分において、ＰＵＣＣＨなどのアップリンク制御チャネルを
ＰＵＳＣＨなどのアップリンクデータチャネルと多重化するための別の例示的なサブフレ
ーム構造を示すリソースマップである。この例では、各インターレースの最初の２つのシ
ンボル期間はＰＵＣＣＨのために構成され、第１のアクセス端末（ＡＴ－１）に割当てら
れるが、各インターレースの残りのシンボル期間はＰＵＳＣＨのために構成され、例とし
てアクセス端末１２０として示されている第２のアクセス端末（ＡＴ－２）に少なくとも
部分的に割り当てられる。このシナリオは、たとえば、アクセス端末が、同じサブフレー
ム中のＰＵＣＣＨとＰＵＳＣＨの両方の上で送信するのを制限されるいくつかのシステム
において起こり得る。
【００４５】
　[0056]図示のように、別個の割当ておよび潜在的サブフレーム制限にもかかわらず、ア
クセス端末１２０は、最初の２つのシンボル期間中にＰＵＣＣＨを介してシグナリングを
送り得る。いくつかの展開では、通信媒体１４０のための競合要件は、アクセスを求めて
再競合しなければならないことを回避するために連続占有を要求し得る。最初の２つのシ
ンボル期間中にＰＵＣＣＨを介してシグナリングを送ることによって、アクセス端末１２
０は、ＰＵＳＣＨに至る必要とされる送信連続性を維持し、通信媒体１４０へのアクセス
を求めて再競合しなければならないことを回避し得る。再競合は、他のアクセス端末（Ａ
Ｔ－１）がＰＵＳＣＨの直前に媒体１４０を占有することにより、困難であり得る。
【００４６】
　[0057]ダミー信号５０２などが、最初の２つのシンボル期間中にアクセス端末１２０に
よって使用され得る。一例として、ダミー信号５０２は、ダミー信号５０２を他のアクセ
ス端末（ＡＴ－１）によるＰＵＣＣＨシグナリングと区別するために、アクセス端末１２
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０に関連し、アクセスポイント１１０に知られているシグネチャを有し得る。シグネチャ
は、ダミー信号の一部として送られる基準信号のために使用される拡散シーケンスの形態
であり得る。別の例として、ダミー信号５０２は、同じくダミー信号５０２を他のアクセ
ス端末（ＡＴ－１）によるＰＵＣＣＨシグナリングと区別するために、ダミーシグナリン
グのために予約された１つまたは複数の所定のインターレースを占有し得る。実際のＰＵ
ＳＣＨデータ信号５０４は、次の指定されたシンボル期間中にアクセス端末１２０によっ
て送信され得る。
【００４７】
　[0058]図６は、関連する部分において、ＰＵＣＣＨなどのアップリンク制御チャネルを
ＰＵＳＣＨなどのアップリンクデータチャネルと多重化するための電力制御方式を示すリ
ソースマップである。この例では、いくつかのインターレース（たとえば、奇数番号のイ
ンターレース＃１、＃３など）の最初の２つのシンボル期間は、ＰＵＣＣＨを搬送するよ
うに構成され、他のシンボル期間および他のインターレースは、図示のようにＰＵＳＣＨ
または他のチャネルを搬送するように構成される。図示されたサブフレームの第１のシン
ボル期間中に、ＰＵＣＣＨとＰＵＳＣＨとはサブキャリアインターレースにわたって多重
化される。図示されたサブフレームの第２のシンボル期間中に、ＰＵＣＣＨとＰＵＳＣＨ
とは多重化されない。
【００４８】
　[0059]図示のように、アクセスポイント１１０は２つのチャネルのための送信電力を設
定し、ＰＵＣＣＨとＰＵＳＣＨとを搬送するアップリンクサブフレームより前の先行する
ダウンリンクサブフレーム中になど、アクセス端末１２０ならびにサービスされている他
のアクセス端末に、対応する電力制御コマンド６１０を送信し得る。電力制御コマンド６
１０は、直接または間接的にのいずれかで、ＰＵＣＣＨとＰＵＳＣＨの一方または両方の
ための送信電力を示し得、別個のＰＵＳＣＨ送信電力６０２およびＰＵＣＣＨ送信電力６
０４が、説明の目的で示されている。一例として、電力制御コマンド６１０は、チャネル
の一方または両方のための設定点(a set-point)、チャネル間のオフセットなどを含み得
る。
【００４９】
　[0060]さらに示されているように、ＰＵＣＣＨ送信電力は、ＰＵＳＣＨ送信電力とは無
関係ではなく、ＰＵＳＣＨ送信電力に基づいて設定され得る。たとえば、ＰＵＣＣＨは、
概してより低い送信電力を必要とするが、ＰＵＳＣＨ送信電力に一致するかまたは実質的
に一致するように送信電力をブーストすることは有益であり得る。２つのチャネルにわた
るより均一な送信電力は、より緩和しやすいより均一な干渉パターンを生じ得、アクセス
ポイント１１０とアクセス端末１２０の両方におけるより簡単なインプリメンテーション
をも可能にし得る。ＰＵＣＣＨがＰＵＳＣＨなしに送信される図示の例の第２のシンボル
期間の場合のように、ＰＵＣＣＨとＰＵＳＣＨとが同じシンボル期間中に送信されないと
きでも、ＰＵＣＣＨ送信電力をブーストすることは、通信媒体１４０が、アクセスポイン
ト１１０の完全なカバレージエリア上で１次ＲＡＴシステム１００によって占有されたま
まであることを可能にし、したがって、競合ＲＡＴシステム１５０が通信媒体１４０の一
部分を奪取するのを防ぎ得る。
【００５０】
　[0061]概して、ＰＵＣＣＨおよびＰＵＳＣＨは、すべてのシンボル期間およびサブキャ
リアにわたって一定の電力を用いて送信され得る。送信電力はまた、各チャネルのカバレ
ージエリアを少なくとも総電力制約内で最大にし、さらに、１次ＲＡＴシステム１００に
よる通信媒体１４０へのアクセスを保持するために選定され得る。また、ＰＵＣＣＨおよ
びＰＵＳＣＨはここでは説明の目的で説明されるが、サウンディング基準信号（ＳＲＳ）
チャネル、チャネル状態情報基準信号（ＣＳＩ－ＲＳ）チャネルなどの他の制御チャネル
を含む、他のチャネルのための電力制御は、それらのカバレージエリアに一致するかまた
は実質的に一致するように同様の様式で実施され得ることが諒解されよう。
【００５１】
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　[0062]図７は、上記で説明された技法による、通信の例示的な方法を示す流れ図である
。方法７００は、たとえば、共有通信媒体上で動作するアクセスポイント（たとえば、図
１に示されているアクセスポイント１１０）によって実施され得る。一例として、通信媒
体は、ＬＴＥ技術デバイスとＷｉ－Ｆｉ技術デバイスとの間で共有される無認可無線周波
数帯域上の１つまたは複数の時間、周波数、または空間リソースを含み得る。
【００５２】
　[0063]図示のように、アクセスポイントは、アップリンク制御チャネルを搬送するため
のリソースエレメントのセットを選択し（ブロック７０２）、リソースエレメントの選択
されたセットに関連する１つまたは複数の構成パラメータを含む構成メッセージを１つま
たは複数のアクセス端末に送信する（ブロック７０４）。アクセスポイントは、次いで、
リソースエレメントの選択されたセットを介して１つまたは複数のアクセス端末からアッ
プリンク制御シグナリングを受信する（ブロック７０６）。
【００５３】
　[0064]上記でより詳細に説明されたように、アクセスポイントはまた、アップリンク制
御チャネルの構成を動的に変化させ得る。たとえば、アクセスポイントは、アップリンク
制御チャネルを搬送するためのリソースエレメントの他のセットを選択し、リソースエレ
メントの他の選択されたセットに関連する１つまたは複数の他の構成パラメータを含む他
の構成メッセージを１つまたは複数のアクセス端末に送信し、リソースエレメントの他の
選択されたセットを介して１つまたは複数のアクセス端末からアップリンク制御シグナリ
ングを受信し得る。
【００５４】
　[0065]一例として、１つまたは複数の構成パラメータは、リソースエレメントの選択さ
れたセットが位置する１つまたは複数のアップリンクサブフレームを識別するサブフレー
ム識別子、リソースエレメントの選択されたセットが位置する１つまたは複数のシンボル
期間を識別するシンボル期間識別子、リソースエレメントの選択されたセットが位置する
１つまたは複数のサブキャリアを識別するサブキャリア識別子、またはそれらの組合せを
含み得る。
【００５５】
　[0066]構成メッセージは、異なる方法で送信され得る（ブロック７０４）。たとえば、
構成メッセージは、個々のＲＲＣメッセージとして別々に１つまたは複数のアクセス端末
の各々に送信され得る。別の例として、構成メッセージは、共通ＤＣＩメッセージとして
まとめて１つまたは複数のアクセス端末の各々に送信され得る。
【００５６】
　[0067]いくつかの設計またはシナリオでは、アクセスポイントはまた、アップリンクデ
ータチャネルを構成し得る。たとえば、アクセスポイントは、アップリンクデータチャネ
ルを搬送するためのリソースエレメントの他のセットを選択し、アップリンクデータチャ
ネルを搬送するリソースエレメントの選択されたセットは、アップリンク制御チャネルを
搬送するリソースエレメントの選択されたセットと共通サブフレーム中で多重化される（
随意のブロック７０８）。アクセスポイントは、次いで、アップリンクデータチャネルを
搬送するリソースエレメントの選択されたセットのためのサブフレーム内の開始時間を識
別する許可メッセージを１つまたは複数のアクセス端末に送信し（随意のブロック７１０
）、アップリンクデータチャネルを搬送するリソースエレメントの選択されたセットを介
して、１つまたは複数のアクセス端末からアップリンクデータシグナリングを受信する（
随意のブロック７１２）。許可メッセージは、たとえば、アップリンクデータチャネルを
搬送するリソースエレメントの選択されたセットの第１のサブキャリアインターレースの
ための第１の開始時間と、アップリンクデータチャネルを搬送するリソースエレメントの
選択されたセットの第２のサブキャリアインターレースのための第２の開始時間とを識別
し得る。
【００５７】
　[0068]いくつかの設計またはシナリオでは、アクセス端末が所与のシンボル期間中に制
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御シグナリングのために指定されない場合でも、アクセスポイントは、そのシンボル期間
中にアクセス端末からアップリンク制御シグナリングを受信し得る。たとえば、アクセス
ポイントは、第１のシンボル期間中に、アップリンク制御チャネルを搬送するリソースエ
レメントの選択されたセットの少なくとも一部分を、第１のアクセス端末に割り当て、第
２のシンボル期間中に、アップリンクデータチャネルを搬送するリソースエレメントの選
択されたセットの少なくとも一部分を、第２のアクセス端末に割り当てることができる。
アクセスポイントは、次いで、第１のシンボル期間の間に、アップリンク制御チャネルを
搬送するリソースエレメントの選択されたセットの割り当てられた部分を介して、第２の
アクセス端末からシグナリングを受信し得る。一例として、受信されたシグナリングは、
第２のアクセス端末に関連するシグネチャを有するか、またはダミーシグナリングのため
に予約されたサブキャリアインターレース上で受信された、ダミー信号を備え得る。
【００５８】
　[0069]いくつかの設計またはシナリオでは、アクセスポイントは、（たとえば、カバレ
ージエリアに一致するかまたは実質的に一致するように）アップリンク制御チャネルの送
信電力をアップリンクデータチャネルの送信電力に結合し得る。たとえば、アクセスポイ
ントは、アップリンクデータチャネルのための第１の送信電力を設定し、アップリンクデ
ータチャネルのための第１の送信電力に基づいて、アップリンク制御チャネルのための第
２の送信電力を設定し、アップリンク制御チャネルのための少なくとも第２の送信電力を
示す電力制御コマンドを１つまたは複数のアクセス端末に送信し得る。
【００５９】
　[0070]図８は、上記で説明された技法による、通信の別の例示的な方法を示す流れ図で
ある。方法８００は、たとえば、共有通信媒体上で動作するアクセス端末（たとえば、図
１に示されているアクセス端末１２０）によって実施され得る。一例として、通信媒体は
、ＬＴＥ技術デバイスとＷｉ－Ｆｉ技術デバイスとの間で共有される無認可無線周波数帯
域上の１つまたは複数の時間、周波数、または空間リソースを含み得る。
【００６０】
　[0071]図示のように、アクセス端末は、アクセスポイントから、アップリンク制御チャ
ネルのための１つまたは複数の構成パラメータを含む構成メッセージを受信し（ブロック
８０２）、構成メッセージに基づいて、アップリンク制御チャネルを搬送するように構成
されたリソースエレメントのセットを決定する（ブロック８０４）。アクセス端末は、次
いで、リソースエレメントの決定されたセットを介してアクセスポイントにアップリンク
制御シグナリングを送信する（ブロック８０６）。
【００６１】
　[0072]上記でより詳細に説明されたように、アクセス端末はまた、アップリンク制御チ
ャネルの構成が変化したと動的に決定し得る。たとえば、アクセス端末は、アクセスポイ
ントから、アップリンク制御チャネルのための１つまたは複数の他の構成パラメータを含
む他の構成メッセージを受信し、他の構成メッセージに基づいて、アップリンク制御チャ
ネルを搬送するように構成されたリソースエレメントの他のセットを決定し、リソースエ
レメントの他の決定されたセットを介してアクセスポイントにアップリンク制御シグナリ
ングを送信し得る。
【００６２】
　[0073]一例として、１つまたは複数の構成パラメータは、リソースエレメントの決定さ
れたセットが位置する１つまたは複数のアップリンクサブフレームを識別するサブフレー
ム識別子、リソースエレメントの決定されたセットが位置する１つまたは複数のシンボル
期間を識別するシンボル期間識別子、リソースエレメントの決定されたセットが位置する
１つまたは複数のサブキャリアを識別するサブキャリア識別子、またはそれらの組合せを
含み得る。
【００６３】
　[0074]構成メッセージは、異なる方法で受信され得る（ブロック８０２）。たとえば、
構成メッセージは、アクセスポイントから個々のＲＲＣメッセージとして受信され得る。
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別の例として、構成メッセージは、アクセスポイントから共通ＤＣＩメッセージとして受
信され得る。
【００６４】
　[0075]いくつかの設計またはシナリオでは、アクセス端末はまた、アップリンクデータ
チャネルの構成を決定し得る。たとえば、アクセス端末は、アクセスポイントから、アッ
プリンクデータチャネルのためのサブフレーム内の開始時間を識別する許可メッセージを
受信し（随意のブロック８０８）、許可メッセージに基づいて、アップリンクデータチャ
ネルを搬送するように構成されたリソースエレメントの他のセットを決定し、アップリン
クデータチャネルを搬送するリソースエレメントの決定されたセットが、アップリンク制
御チャネルを搬送するリソースエレメントの決定されたセットとサブフレーム中で多重化
される（随意のブロック８１０）。アクセス端末は、次いで、アップリンクデータチャネ
ルを搬送するリソースエレメントの決定されたセットを介してアクセスポイントにアップ
リンクデータシグナリングを送信する（随意のブロック８１２）。許可メッセージは、た
とえば、アップリンクデータチャネルを搬送するリソースエレメントの決定されたセット
の第１のサブキャリアインターレースのための第１の開始時間と、アップリンクデータチ
ャネルを搬送するリソースエレメントの決定されたセットの第２のサブキャリアインター
レースのための第２の開始時間とを識別し得る。
【００６５】
　[0076]いくつかの設計またはシナリオでは、アクセス端末が所与のシンボル期間中に制
御シグナリングのために指定されない場合でも、アクセス端末は、そのシンボル期間中に
アップリンク制御シグナリングを送信し得る。たとえば、アクセス端末は、アクセスポイ
ントから、第１のシンボル期間中に、アップリンク制御チャネルを搬送するリソースエレ
メントの決定されたセットのいずれの割当ても受信しないが、アクセスポイントから、第
２のシンボル期間中に、アップリンクデータチャネルを搬送するリソースエレメントの決
定されたセットの少なくとも一部分の割当てを受信し得る。それにもかかわらず、アクセ
ス端末は、第１のシンボル期間の間に、アップリンク制御チャネルを搬送するリソースエ
レメントの決定されたセットの割り当てられた部分を介して、アクセスポイントにシグナ
リングを送信し得る。一例として、送信されたシグナリングは、シグナリングを送信する
アクセス端末に関連するシグネチャを有するか、またはダミーシグナリングのために予約
されたサブキャリアインターレース上で送信された、ダミー信号を備え得る。
【００６６】
　[0077]いくつかの設計またはシナリオでは、アクセス端末は、（たとえば、カバレージ
エリアに一致するかまたは実質的に一致するように）アップリンク制御チャネルの送信電
力をアップリンクデータチャネルの送信電力に結合し得る。たとえば、アクセス端末は、
アクセスポイントから電力制御コマンドを受信し、電力制御コマンドに基づいて第１の送
信電力においてアップリンクデータチャネルを介してアップリンクデータシグナリングを
送信し、電力制御コマンドと第１の送信電力とに基づいて第２の送信電力においてアップ
リンク制御チャネルを介してアップリンク制御シグナリングを送信し得る。
【００６７】
　[0078]一般性のために、アクセスポイント１１０およびアクセス端末１２０は、図１で
は、それぞれ、アップリンクチャネル構成マネージャ１１２およびアップリンクチャネル
構成マネージャ１２２を含むものとして関連する部分においてのみ示されている。しかし
ながら、アクセスポイント１１０およびアクセス端末１２０は、本明細書で説明される動
的チャネル構成技法を与えるかまたはさもなければサポートするように様々な方法で構成
され得ることが諒解されよう。
【００６８】
　[0079]図９は、１次ＲＡＴシステム１００のアクセスポイント１１０およびアクセス端
末１２０の例示的な構成要素をより詳細に示すデバイスレベル図である。図示のように、
アクセスポイント１１０およびアクセス端末１２０はそれぞれ、概して、少なくとも１つ
の指定されたＲＡＴを介して他のワイヤレスノードと通信するための（通信デバイス９３
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０および９５０によって表される）ワイヤレス通信デバイスを含み得る。通信デバイス９
３０および９５０は、指定されたＲＡＴに従って信号（たとえば、メッセージ、指示、情
報、パイロットなど）を送信および符号化するため、および逆に、信号を受信および復号
するためにさまざまに構成され得る。
【００６９】
　[0080]通信デバイス９３０および９５０は、たとえば、それぞれの１次ＲＡＴトランシ
ーバ９３２および９５２、ならびに、いくつかの設計では、それぞれ、（たとえば、競合
ＲＡＴシステム１５０によって採用されるＲＡＴに対応する）（随意の）コロケートされ
た２次ＲＡＴトランシーバ９３４および９５４など、１つまたは複数のトランシーバを含
み得る。本明細書で使用される「トランシーバ」は、送信機回路、受信機回路、またはそ
れらの組合せを含み得るが、すべての設計において送信機能と受信機能の両方を与える必
要があるとは限らない。たとえば、完全な通信を与えることが必要でないとき、コストを
低減するために、いくつかの設計では、低機能受信機回路が採用され得る（たとえば、低
レベルスニッフィングのみを与える無線チップまたは同様の回路）。さらに、本明細書で
使用される「コロケートされた（co-located）」（たとえば、無線機、アクセスポイント
、トランシーバなど）という用語は、様々な配置のうちの１つを指し得る。たとえば、同
じハウジング中にある構成要素、同じプロセッサによってホストされる構成要素、互いの
定義された距離内にある構成要素、および／またはインターフェース（たとえば、イーサ
ネット（登録商標）スイッチ）を介して接続された構成要素、ここで、インターフェース
は、必要とされるコンポーネント間通信（たとえば、メッセージング）のレイテンシ要件
を満たす。
【００７０】
　[0081]アクセスポイント１１０およびアクセス端末１２０はそれぞれ、概して、それら
のそれぞれの通信デバイス９３０および９５０の動作（たとえば、指示すること、変更す
ること、有効にすること、無効にすることなど）を制御するための（通信コントローラ９
４０および９６０によって表される）通信コントローラをも含み得る。通信コントローラ
９４０および９６０は、それぞれ、１つまたは複数のプロセッサ９４２および９６２、な
らびにプロセッサ９４２および９６２に結合された１つまたは複数のメモリ９４４および
９６４を含み得る。メモリ９４４および９６４は、オンボードキャッシュメモリとして、
別個の構成要素として、組合せとしてなどのいずれかで、データ、命令、またはそれらの
組合せを記憶するように構成され得る。プロセッサ９４２および９６２ならびにメモリ９
４４および９６４は、スタンドアロン通信構成要素であり得るか、またはアクセスポイン
ト１１０およびアクセス端末１２０のそれぞれのホストシステム機能の一部であり得る。
【００７１】
　[0082]アップリンクチャネル構成マネージャ１１２とアップリンクチャネル構成マネー
ジャ１２２とは、異なる方法でインプリメントされ得ることが諒解されよう。いくつかの
設計では、それに関連する機能の一部または全部が、少なくとも１つのプロセッサ（たと
えば、プロセッサ９４２のうちの１つまたは複数および／またはプロセッサ９６２のうち
の１つまたは複数）、少なくとも１つのメモリ（たとえば、メモリ９４４のうちの１つま
たは複数および／またはメモリ９６４のうちの１つまたは複数）、（たとえば、トランシ
ーバ９３２および９３４の１つまたは複数ならびに／またはトランシーバ９５２および９
５４の１つまたは複数）、あるいはそれらの組合せによってインプリメントされるか、ま
たはさもなければそれらの指示においてインプリメントされ得る。他の設計では、それに
関連する機能の一部または全部が、一連の相互に関係する機能モジュールとしてインプリ
メントされ得る。
【００７２】
　[0083]したがって、図１～図８に関して上記で説明された動作を実施するために図９中
の構成要素が使用され得ることが諒解されよう。たとえば、アクセスポイント１１０は、
プロセッサ９４２とメモリ９４４とを介して、アップリンク制御チャネルを搬送するため
のリソースエレメントのセットを選択し得る。アクセスポイント１１０は、１次ＲＡＴト
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ランシーバ９３２を介して、リソースエレメントの選択されたセットに関連する１つまた
は複数の構成パラメータを含む構成メッセージをアクセス端末１２０に送信し得る。アク
セスポイント１１０は、１次ＲＡＴトランシーバ９３２を介して、アクセス端末１２０か
ら、リソースエレメントの選択されたセットを介してアップリンク制御シグナリングを受
信し得る。さらに、アクセスポイント１１０は、プロセッサ９４２とメモリ９４４とを介
して、アップリンクデータチャネルを搬送するためのリソースエレメントの他のセットを
選択し得る。アクセスポイント１１０は、次いで、１次ＲＡＴトランシーバ９３２を介し
て、アップリンクデータチャネルを搬送するリソースエレメントの選択されたセットのた
めのサブフレーム内の開始時間を識別する許可メッセージをアクセス端末１２０に送信し
得る。アクセスポイント１１０は、１次ＲＡＴトランシーバ９３２を介して、アップリン
クデータチャネルを搬送するリソースエレメントの選択されたセットを介して、アクセス
端末１２０からアップリンクデータシグナリングを受信し得る。
【００７３】
　[0084]別の例として、アクセス端末１２０は、プロセッサ９６２とメモリ９６４とを介
して、アクセスポイント１１０から、アップリンク制御チャネルのための１つまたは複数
の構成パラメータを含む構成メッセージを受信し得る。アクセス端末１２０は、プロセッ
サ９６２とメモリ９６４とを介して、構成メッセージに基づいて、アップリンク制御チャ
ネルを搬送するように構成されたリソースエレメントのセットを決定し得る。アクセス端
末１２０は、次いで、１次ＲＡＴトランシーバ９５２を介して、リソースエレメントの決
定されたセットを介してアクセスポイント１１０にアップリンク制御シグナリングを送信
し得る。さらに、アクセス端末は、１次ＲＡＴトランシーバ９５２を介して、アクセスポ
イント１１０から、アップリンクデータチャネルのためのサブフレーム内の開始時間を識
別する許可メッセージを受信し得る。アクセス端末１２０は、プロセッサ９６２およびメ
モリ９６４を介して、許可メッセージに基づいて、アップリンクデータチャネルを搬送す
るように構成されたリソースエレメントの他のセットを決定し得る。アクセス端末１２０
は、次いで、１次ＲＡＴトランシーバ９５２を介して、アップリンクデータチャネルを搬
送するリソースエレメントの決定されたセットを介してアクセスポイント１１０にアップ
リンクデータシグナリングを送信し得る。
【００７４】
　[0085]図１０は、一連の相互に関係する機能モジュールとして表されたアップリンクチ
ャネル構成マネージャ１１２をインプリメントするための例示的なアクセスポイント装置
を示す。図示の例では、装置１０００は、選択するためのモジュール１００２と、送信す
るためのモジュール１００４と、受信するためのモジュール１００６と、選択するための
（随意の）モジュール１００８と、送信するための（随意の）モジュール１０１０と、受
信するための（随意のモジュール１０１２とを含む。
【００７５】
　[0086]選択するためのモジュール１００２は、アップリンク制御チャネルを搬送するた
めのリソースエレメントのセットを選択するように構成され得る。送信するためのモジュ
ール１００４は、リソースエレメントの選択されたセットに関連する１つまたは複数の構
成パラメータを含む構成メッセージを１つまたは複数のアクセス端末に送信するように構
成され得る。受信するためのモジュール１００６は、次いで、リソースエレメントの選択
されたセットを介して１つまたは複数のアクセス端末からアップリンク制御シグナリング
を受信するように構成され得る。
【００７６】
　[0087]上記でより詳細に説明されたように、アップリンク制御チャネルの構成は動的に
変化させられ得、構成メッセージは、異なる方法で送信され得る。一例として、１つまた
は複数の構成パラメータは、リソースエレメントの選択されたセットが位置する１つまた
は複数のアップリンクサブフレームを識別するサブフレーム識別子、リソースエレメント
の選択されたセットが位置する１つまたは複数のシンボル期間を識別するシンボル期間識
別子、リソースエレメントの選択されたセットが位置する１つまたは複数のサブキャリア
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を識別するサブキャリア識別子、またはそれらの組合せを含み得る。
【００７７】
　[0088]図１０に戻ると、選択するための（随意の）モジュール１００８は、アップリン
クデータチャネルを搬送するためのリソースエレメントの他のセットを選択するように構
成され得、アップリンクデータチャネルを搬送するリソースエレメントの選択されたセッ
トは、アップリンク制御チャネルを搬送するリソースエレメントの選択されたセットと共
通サブフレーム中で多重化される。送信するための（随意の）モジュール１０１０は、ア
ップリンクデータチャネルを搬送するリソースエレメントの選択されたセットのためのサ
ブフレーム内の開始時間を識別する許可メッセージを１つまたは複数のアクセス端末に送
信するように構成され得る。受信するための（随意の）モジュール１０１２は、アップリ
ンクデータチャネルを搬送するリソースエレメントの選択されたセットを介して、１つま
たは複数のアクセス端末からアップリンクデータシグナリングを受信するように構成され
得る。許可メッセージは、たとえば、アップリンクデータチャネルを搬送するリソースエ
レメントの選択されたセットの第１のサブキャリアインターレースのための第１の開始時
間と、アップリンクデータチャネルを搬送するリソースエレメントの選択されたセットの
第２のサブキャリアインターレースのための第２の開始時間とを識別し得る。
【００７８】
　[0089]また、上記でより詳細に説明されたように、アクセス端末が所与のシンボル期間
中に制御シグナリングのために指定されない場合でも、アップリンク制御シグナリングは
、そのシンボル期間中にアクセス端末から受信され得る。さらに、アップリンク制御チャ
ネルの送信電力が、（たとえば、カバレージエリアに一致するかまたは実質的に一致する
ように）アップリンクデータチャネルの送信電力に結合され得る。
【００７９】
　[0090]図１１は、一連の相互に関係する機能モジュールとして表されたアップリンクチ
ャネル構成マネージャ１２２をインプリメントするための例示的なアクセス端末装置を示
す。図示の例では、装置１１００は、受信するためのモジュール１１０２と、決定するた
めのモジュール１１０４と、送信するためのモジュール１１０６と、受信するための（随
意の）モジュール１１０８と、決定するための（随意の）モジュール１１１０と、送信す
るための（随意の）モジュール１１１２とを含む。
【００８０】
　[0091]受信するためのモジュール１１０２は、アクセスポイントから、アップリンク制
御チャネルのための１つまたは複数の構成パラメータを含む構成メッセージを受信するよ
うに構成され得る。決定するためのモジュール１１０４は、構成メッセージに基づいて、
アップリンク制御チャネルを搬送するように構成されたリソースエレメントのセットを決
定するように構成され得る。送信するためのモジュール１１０６は、リソースエレメント
の他の決定されたセットを介してアクセスポイントにアップリンク制御シグナリングを送
信するように構成され得る。
【００８１】
　[0092]上記でより詳細に説明されたように、アップリンク制御チャネルの構成は動的に
変化させられ得、構成メッセージは、異なる方法で受信され得る。一例として、１つまた
は複数の構成パラメータは、リソースエレメントの決定されたセットが位置する１つまた
は複数のアップリンクサブフレームを識別するサブフレーム識別子、リソースエレメント
の決定されたセットが位置する１つまたは複数のシンボル期間を識別するシンボル期間識
別子、リソースエレメントの決定されたセットが位置する１つまたは複数のサブキャリア
を識別するサブキャリア識別子、またはそれらの組合せを含み得る。
【００８２】
　[0093]図１１に戻ると、受信するための（随意の）モジュール１１０８は、アクセスポ
イントから、アップリンクデータチャネルのためのサブフレーム内の開始時間を識別する
許可メッセージを受信するように構成され得る。決定するための（随意の）モジュール１
１１０は、許可メッセージに基づいて、アップリンクデータチャネルを搬送するように構



(21) JP 6896712 B2 2021.6.30

10

20

30

40

50

成されたリソースエレメントの他のセットを決定するように構成され得、アップリンクデ
ータチャネルを搬送するリソースエレメントの決定されたセットは、アップリンク制御チ
ャネルを搬送するリソースエレメントの決定されたセットとサブフレーム中で多重化され
る。送信するための（随意の）モジュール１１１２は、アップリンクデータチャネルを搬
送するリソースエレメントの決定されたセットを介してアクセスポイントにアップリンク
データシグナリングを送信するように構成され得る。許可メッセージは、たとえば、アッ
プリンクデータチャネルを搬送するリソースエレメントの決定されたセットの第１のサブ
キャリアインターレースのための第１の開始時間と、アップリンクデータチャネルを搬送
するリソースエレメントの決定されたセットの第２のサブキャリアインターレースのため
の第２の開始時間とを識別し得る。
【００８３】
　[0094]また、上記でより詳細に説明されたように、アクセス端末が所与のシンボル期間
中に制御シグナリングのために指定されない場合でも、アップリンク制御シグナリングは
、そのシンボル期間中に送信され得る。さらに、アップリンク制御チャネルの送信電力が
、（たとえば、カバレージエリアに一致するかまたは実質的に一致するように）アップリ
ンクデータチャネルの送信電力に結合され得る。
【００８４】
　[0095]図１０～図１１のモジュールの機能は、本明細書の教示に一致する様々な方法で
インプリメントされ得る。いくつかの設計では、これらのモジュールの機能は、１つまた
は複数の電気的構成要素としてインプリメントされ得る。いくつかの設計では、これらの
ブロックの機能は、１つまたは複数のプロセッサ構成要素を含む処理システムとしてイン
プリメントされ得る。いくつかの設計では、これらのモジュールの機能は、たとえば、１
つまたは複数の集積回路（たとえば、ＡＳＩＣ）の少なくとも一部分を使用してインプリ
メントされ得る。本明細書で説明されたように、集積回路は、プロセッサ、ソフトウェア
、他の関係する構成要素、またはそれらの何らかの組合せを含み得る。したがって、異な
るモジュールの機能は、たとえば、集積回路の異なるサブセットとして、ソフトウェアモ
ジュールのセットの異なるサブセットとして、またはそれらの組合せとしてインプリメン
トされ得る。また、（たとえば、集積回路のおよび／またはソフトウェアモジュールのセ
ットの）所与のサブセットは、機能の少なくとも一部分を２つ以上のモジュールに与え得
ることを諒解されよう。
【００８５】
　[0096]さらに、図１０～図１１によって表された構成要素および機能ならびに本明細書
で説明された他の構成要素および機能は、任意の適切な手段を使用してインプリメントさ
れ得る。そのような手段はまた、少なくとも部分的に、本明細書で教示された対応する構
造を使用してインプリメントされ得る。たとえば、図１０～図１１の構成要素「のための
モジュール」に関連して上記で説明された構成要素はまた、同様に指定された機能「のた
めの手段」に対応し得る。したがって、いくつかの態様では、そのような手段のうちの１
つまたは複数は、アルゴリズムとして含む、本明細書で教示されたプロセッサ構成要素、
集積回路、または他の好適な構造のうちの１つまたは複数を使用してインプリメントされ
得る。当業者は、本開示では、上記に記載された文章において、同様に擬似コードによっ
て表され得るアクションのシーケンスにおいて表されたアルゴリズムを認識されよう。た
とえば、図１０～図１１によって表された構成要素および機能は、ロード動作、比較動作
、復帰動作、ＩＦ－ＴＨＥＮ－ＥＬＳＥループなどを実施するためのコードを含み得る。
【００８６】
　[0097]本明細書における「第１」、「第２」などの名称を使用した要素への言及は、そ
れらの要素の数量または順序を概括的に限定するものでないことを理解されたい。むしろ
、これらの名称は、本明細書において２つ以上の要素またはある要素の複数の事例を区別
する便利な方法として使用され得る。したがって、第１および第２の要素への言及は、そ
こで２つの要素のみが採用され得ること、または第１の要素が何らかの方法で第２の要素
に先行しなければならないことを意味しない。また、別段に記載されていない限り、要素
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のセットは１つまたは複数の要素を備え得る。さらに、明細書または特許請求の範囲にお
いて使用される「Ａ、Ｂ、またはＣのうちの少なくとも１つ」または「Ａ、Ｂ、またはＣ
のうちの１つまたは複数」または「Ａ、Ｂ、およびＣからなるグループのうちの少なくと
も１つ」という形式の用語は、「ＡまたはＢまたはＣあるいはこれらの要素の任意の組合
せ」を意味する。たとえば、この用語は、Ａ、またはＢ、またはＣ、またはＡおよびＢ、
またはＡおよびＣ、またはＡおよびＢおよびＣ、または２Ａ、または２Ｂ、または２Ｃな
どを含み得る。
【００８７】
　[0098]上記の記述および説明に鑑みて、本明細書で開示された態様に関して説明された
様々な例示的な論理ブロック、モジュール、回路、およびアルゴリズムステップは、電子
ハードウェア、コンピュータソフトウェア、または両方の組合せとしてインプリメントさ
れ得ることを、当業者は諒解されよう。ハードウェアとソフトウェアのこの互換性を明確
に示すために、様々な例示的な構成要素、ブロック、モジュール、回路、およびステップ
が、概してそれらの機能に関して上記で説明された。そのような機能がハードウェアとし
てインプリメントされるか、ソフトウェアとしてインプリメントされるかは、特定の適用
例および全体的なシステムに課される設計制約に依存する。当業者は、説明された機能を
特定の適用例ごとに様々な方法でインプリメントし得るが、そのようなインプリメンテー
ションの決定は、本開示の範囲からの逸脱を生じるものと解釈されるべきではない。
【００８８】
　[0099]したがって、たとえば、装置または装置の構成要素は、本明細書で教示された機
能を与えるように構成され得る（あるいはそのように動作可能にされるかまたは適応され
得る）ことが諒解されよう。これは、たとえば、その機能を与えるように装置または構成
要素を製造する（たとえば、作製する）ことによって、その機能を与えるように装置また
は構成要素をプログラムすることによって、あるいは何らかの他の好適なインプリメンテ
ーション技法の使用によって、達成され得る。一例として、集積回路は、必須の機能を与
えるために作製され得る。別の例として、集積回路は、必須の機能をサポートするために
作製され、次いで、必須の機能を与えるように（たとえば、プログラミングによって）構
成され得る。また別の例として、プロセッサ回路は、必須の機能を与えるためのコードを
実行し得る。
【００８９】
　[00100]さらに、明細書で開示された態様に関して説明された方法、シーケンスおよび
／またはアルゴリズムは、ハードウェアで直接実施されるか、プロセッサによって実行さ
れるソフトウェアモジュールで実施されるか、またはそれらの２つの組合せで実施され得
る。ソフトウェアモジュールは、ランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）、フラッシュメモリ
、読取り専用メモリ（ＲＯＭ）、消去可能プログラマブル読取り専用メモリ（ＥＰＲＯＭ
）、電気的消去可能プログラマブル読取り専用メモリ（ＥＥＰＲＯＭ（登録商標））、レ
ジスタ、ハードディスク、リムーバブルディスク、ＣＤ－ＲＯＭ、または当技術分野で知
られている、一時的または非一時的の任意の他の形態の記憶媒体中に常駐し得る。例示的
な記憶媒体は、プロセッサが記憶媒体から情報を読み取り、記憶媒体に情報を書き込むこ
とができるように、プロセッサに結合される。代替として、記憶媒体はプロセッサと一体
であり得る（たとえば、キャッシュメモリ）。
【００９０】
　[00101]したがって、たとえば、本開示のいくつかの態様が、通信のための方法を実施
する一時的または非一時的コンピュータ可読媒体を含むことができることも諒解されよう
。
【００９１】
　[00102]上記の開示は、様々な例示的な態様を示しているが、添付の特許請求の範囲に
よって定義される範囲から逸脱することなく、様々な変更および修正が、示された例に対
して行われ得ることに留意されたい。本開示は、具体的に示された例のみに限定されるも
のではない。たとえば、別段に記載されていない限り、本明細書で説明された本開示の態
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様による方法クレームの機能、ステップおよび／またはアクションは、特定の順序で実施
されなくてもよい。さらに、いくつかの態様は、単数形で説明または請求されていること
があるが、単数形への限定が明示的に述べられていない限り、複数形が企図される。
　以下に、本願出願の当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
［Ｃ１］
　アップリンク制御チャネルを搬送するためのリソースエレメントのセットを選択するこ
とと、
　リソースエレメントの前記選択されたセットに関連する１つまたは複数の構成パラメー
タを含む構成メッセージを１つまたは複数のアクセス端末に送信することと、
　リソースエレメントの前記選択されたセットを介して前記１つまたは複数のアクセス端
末からアップリンク制御シグナリングを受信することと
を備える、通信方法。
［Ｃ２］
　前記アップリンク制御チャネルを搬送するためのリソースエレメントの他のセットを選
択することと、
　リソースエレメントの前記他の選択されたセットに関連する１つまたは複数の他の構成
パラメータを含む他の構成メッセージを前記１つまたは複数のアクセス端末に送信するこ
とと、
　リソースエレメントの前記他の選択されたセットを介して前記１つまたは複数のアクセ
ス端末からアップリンク制御シグナリングを受信することと
をさらに備える、［Ｃ１］に記載の方法。
［Ｃ３］
　前記１つまたは複数の構成パラメータは、リソースエレメントの前記選択されたセット
が位置する１つまたは複数のアップリンクサブフレームを識別するサブフレーム識別子、
リソースエレメントの前記選択されたセットが位置する１つまたは複数のシンボル期間を
識別するシンボル期間識別子、リソースエレメントの前記選択されたセットが位置する１
つまたは複数のサブキャリアを識別するサブキャリア識別子、またはそれらの組合せを含
む、［Ｃ１］に記載の方法。
［Ｃ４］
　前記構成メッセージが、個々の無線リソース制御（ＲＲＣ）メッセージとして別々に前
記１つまたは複数のアクセス端末の各々に送信される、［Ｃ１］に記載の方法。
［Ｃ５］
　前記構成メッセージが、共通ダウンリンク制御情報（ＤＣＩ）メッセージとしてまとめ
て前記１つまたは複数のアクセス端末の各々に送信される、［Ｃ１］に記載の方法。
［Ｃ６］
　アップリンクデータチャネルを搬送するためのリソースエレメントの他のセットを選択
することと、ここにおいて、前記アップリンクデータチャネルを搬送するリソースエレメ
ントの前記選択されたセットが、前記アップリンク制御チャネルを搬送するリソースエレ
メントの前記選択されたセットと共通サブフレーム中で多重化される、
　前記アップリンクデータチャネルを搬送するリソースエレメントの前記選択されたセッ
トのための前記サブフレーム内の開始時間を識別する許可メッセージを前記１つまたは複
数のアクセス端末に送信することと、
　前記アップリンクデータチャネルを搬送するリソースエレメントの前記選択されたセッ
トを介して、前記１つまたは複数のアクセス端末からアップリンクデータシグナリングを
受信することと
をさらに備える、［Ｃ１］に記載の方法。
［Ｃ７］
　前記許可メッセージが、前記アップリンクデータチャネルを搬送するリソースエレメン
トの前記選択されたセットの第１のサブキャリアインターレースのための第１の開始時間
と、前記アップリンクデータチャネルを搬送するリソースエレメントの前記選択されたセ
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ットの第２のサブキャリアインターレースのための第２の開始時間とを識別する、［Ｃ６
］に記載の方法。
［Ｃ８］
　第１のシンボル期間中に、前記アップリンク制御チャネルを搬送するリソースエレメン
トの前記選択されたセットの少なくとも一部分を、第１のアクセス端末に割り当てること
と、
　第２のシンボル期間中に、前記アップリンクデータチャネルを搬送するリソースエレメ
ントの前記選択されたセットの少なくとも一部分を、第２のアクセス端末に割り当てるこ
とと、
　前記第１のシンボル期間の間に、前記アップリンク制御チャネルを搬送するリソースエ
レメントの前記選択されたセットの前記割り当てられた部分を介して、前記第２のアクセ
ス端末からシグナリングを受信することと
をさらに備える、［Ｃ６］に記載の方法。
［Ｃ９］
　前記受信されたシグナリングが、前記第２のアクセス端末に関連するシグネチャを有す
るか、またはダミーシグナリングのために予約されたサブキャリアインターレース上で受
信された、ダミー信号を備える、［Ｃ８］に記載の方法。
［Ｃ１０］
　前記アップリンクデータチャネルのための第１の送信電力を設定することと、
　前記アップリンクデータチャネルのための前記第１の送信電力に基づいて、前記アップ
リンク制御チャネルのための第２の送信電力を設定することと、
　前記アップリンク制御チャネルのための少なくとも前記第２の送信電力を示す電力制御
コマンドを前記１つまたは複数のアクセス端末に送信することと
をさらに備える、［Ｃ６］に記載の方法。
［Ｃ１１］
　少なくとも１つのプロセッサと、
　前記少なくとも１つのプロセッサに結合された少なくとも１つのメモリと、前記少なく
とも１つのプロセッサおよび前記少なくとも１つのメモリが、アップリンク制御チャネル
を搬送するためのリソースエレメントのセットを選択するように構成された、
　リソースエレメントの前記選択されたセットに関連する１つまたは複数の構成パラメー
タを含む構成メッセージを１つまたは複数のアクセス端末に送信することと、リソースエ
レメントの前記選択されたセットを介して前記１つまたは複数のアクセス端末からアップ
リンク制御シグナリングを受信することとを行うように構成された少なくとも１つのトラ
ンシーバと
を備える、通信装置。
［Ｃ１２］
　前記少なくとも１つのプロセッサおよび前記少なくとも１つのメモリが、前記アップリ
ンク制御チャネルを搬送するためのリソースエレメントの他のセットを選択するようにさ
らに構成され、
　前記少なくとも１つのトランシーバが、リソースエレメントの前記他の選択されたセッ
トに関連する１つまたは複数の他の構成パラメータを含む他の構成メッセージを前記１つ
または複数のアクセス端末に送信することと、リソースエレメントの前記他の選択された
セットを介して前記１つまたは複数のアクセス端末からアップリンク制御シグナリングを
受信することとを行うようにさらに構成された、［Ｃ１１］に記載の装置。
［Ｃ１３］
　前記１つまたは複数の構成パラメータは、リソースエレメントの前記選択されたセット
が位置する１つまたは複数のアップリンクサブフレームを識別するサブフレーム識別子、
リソースエレメントの前記選択されたセットが位置する１つまたは複数のシンボル期間を
識別するシンボル期間識別子、リソースエレメントの前記選択されたセットが位置する１
つまたは複数のサブキャリアを識別するサブキャリア識別子、またはそれらの組合せを含
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む、［Ｃ１１］に記載の装置。
［Ｃ１４］
　前記少なくとも１つのトランシーバが、前記構成メッセージを個々の無線リソース制御
（ＲＲＣ）メッセージとして別々に前記１つまたは複数のアクセス端末の各々に送信する
ようにさらに構成された、［Ｃ１１］に記載の装置。
［Ｃ１５］
　前記少なくとも１つのトランシーバが、前記構成メッセージを共通ダウンリンク制御情
報（ＤＣＩ）メッセージとしてまとめて前記１つまたは複数のアクセス端末の各々に送信
するようにさらに構成された、［Ｃ１１］に記載の装置。
［Ｃ１６］
　前記少なくとも１つのプロセッサおよび前記少なくとも１つのメモリが、アップリンク
データチャネルを搬送するためのリソースエレメントの他のセットを選択するようにさら
に構成され、ここにおいて、前記アップリンクデータチャネルを搬送するリソースエレメ
ントの前記選択されたセットが、前記アップリンク制御チャネルを搬送するリソースエレ
メントの前記選択されたセットと共通サブフレーム中で多重化され、
　前記少なくとも１つのトランシーバが、前記アップリンクデータチャネルを搬送するリ
ソースエレメントの前記選択されたセットのための前記サブフレーム内の開始時間を識別
する許可メッセージを前記１つまたは複数のアクセス端末に送信することと、前記アップ
リンクデータチャネルを搬送するリソースエレメントの前記選択されたセットを介して、
前記１つまたは複数のアクセス端末からアップリンクデータシグナリングを受信すること
とを行うようにさらに構成された、［Ｃ１］に記載の装置。
［Ｃ１７］
　前記許可メッセージが、前記アップリンクデータチャネルを搬送するリソースエレメン
トの前記選択されたセットの第１のサブキャリアインターレースのための第１の開始時間
と、前記アップリンクデータチャネルを搬送するリソースエレメントの前記選択されたセ
ットの第２のサブキャリアインターレースのための第２の開始時間とを識別する、［Ｃ１
６］に記載の装置。
［Ｃ１８］
　前記少なくとも１つのプロセッサおよび前記少なくとも１つのメモリが、第１のシンボ
ル期間中に、前記アップリンク制御チャネルを搬送するリソースエレメントの前記選択さ
れたセットの少なくとも一部分を、第１のアクセス端末に割り当てることと、第２のシン
ボル期間中に、前記アップリンクデータチャネルを搬送するリソースエレメントの前記選
択されたセットの少なくとも一部分を、第２のアクセス端末に割り当てることとを行うよ
うにさらに構成され、
　前記少なくとも１つのトランシーバが、前記第１のシンボル期間の間に、前記アップリ
ンク制御チャネルを搬送するリソースエレメントの前記選択されたセットの前記割り当て
られた部分を介して、前記第２のアクセス端末からシグナリングを受信するようにさらに
構成された、［Ｃ１６］に記載の装置。
［Ｃ１９］
　前記受信されたシグナリングが、前記第２のアクセス端末に関連するシグネチャを有す
るか、またはダミーシグナリングのために予約されたサブキャリアインターレース上で受
信された、ダミー信号を備える、［Ｃ１８］に記載の装置。
［Ｃ２０］
　前記少なくとも１つのプロセッサおよび前記少なくとも１つのメモリが、前記アップリ
ンクデータチャネルのための第１の送信電力を設定することと、前記アップリンクデータ
チャネルのための前記第１の送信電力に基づいて、前記アップリンク制御チャネルのため
の第２の送信電力を設定することとを行うようにさらに構成され、
　前記少なくとも１つのトランシーバが、前記アップリンク制御チャネルのための少なく
とも前記第２の送信電力を示す電力制御コマンドを前記１つまたは複数のアクセス端末に
送信するようにさらに構成された、［Ｃ１６］に記載の装置。
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［Ｃ２１］
　アップリンク制御チャネルを搬送するためのリソースエレメントのセットを選択するた
めの手段と、
　リソースエレメントの前記選択されたセットに関連する１つまたは複数の構成パラメー
タを含む構成メッセージを１つまたは複数のアクセス端末に送信するための手段と、
　リソースエレメントの前記選択されたセットを介して前記１つまたは複数のアクセス端
末からアップリンク制御シグナリングを受信するための手段と
を備える、通信装置。
［Ｃ２２］
　前記１つまたは複数の構成パラメータは、リソースエレメントの前記選択されたセット
が位置する１つまたは複数のアップリンクサブフレームを識別するサブフレーム識別子、
リソースエレメントの前記選択されたセットが位置する１つまたは複数のシンボル期間を
識別するシンボル期間識別子、リソースエレメントの前記選択されたセットが位置する１
つまたは複数のサブキャリアを識別するサブキャリア識別子、またはそれらの組合せを含
む、［Ｃ２１］に記載の装置。
［Ｃ２３］
　アップリンクデータチャネルを搬送するためのリソースエレメントの他のセットを選択
するための手段と、ここにおいて、前記アップリンクデータチャネルを搬送するリソース
エレメントの前記選択されたセットが、前記アップリンク制御チャネルを搬送するリソー
スエレメントの前記選択されたセットと共通サブフレーム中で多重化される、
　前記アップリンクデータチャネルを搬送するリソースエレメントの前記選択されたセッ
トのための前記サブフレーム内の開始時間を識別する許可メッセージを前記１つまたは複
数のアクセス端末に送信するための手段と、
　前記アップリンクデータチャネルを搬送するリソースエレメントの前記選択されたセッ
トを介して、前記１つまたは複数のアクセス端末からアップリンクデータシグナリングを
受信するための手段と
をさらに備える、［Ｃ２１］に記載の装置。
［Ｃ２４］
　第１のシンボル期間中に、前記アップリンク制御チャネルを搬送するリソースエレメン
トの前記選択されたセットの少なくとも一部分を、第１のアクセス端末に割り当てるため
の手段と、
　第２のシンボル期間中に、前記アップリンクデータチャネルを搬送するリソースエレメ
ントの前記選択されたセットの少なくとも一部分を、第２のアクセス端末に割り当てるた
めの手段と、
　前記第１のシンボル期間の間に、前記アップリンク制御チャネルを搬送するリソースエ
レメントの前記選択されたセットの前記割り当てられた部分を介して、前記第２のアクセ
ス端末からシグナリングを受信するための手段と
をさらに備える、［Ｃ２３］に記載の装置。
［Ｃ２５］
　前記アップリンクデータチャネルのための第１の送信電力を設定するための手段と、　
前記アップリンクデータチャネルのための前記第１の送信電力に基づいて、前記アップリ
ンク制御チャネルのための第２の送信電力を設定するための手段と、
　前記アップリンク制御チャネルのための少なくとも前記第２の送信電力を示す電力制御
コマンドを前記１つまたは複数のアクセス端末に送信するための手段と
をさらに備える、［Ｃ２３］に記載の装置。
［Ｃ２６］
　少なくとも１つのプロセッサによって実行されたとき、前記少なくとも１つのプロセッ
サに通信のための動作を実施させるコードを備える非一時的コンピュータ可読媒体であっ
て、前記非一時的コンピュータ可読媒体が、
　アップリンク制御チャネルを搬送するためのリソースエレメントのセットを選択するた
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めのコードと、
　アップリンク制御チャネルを搬送するためのリソースエレメントのセットを選択するた
めのコードと、
　リソースエレメントの前記選択されたセットに関連する１つまたは複数の構成パラメー
タを含む構成メッセージを１つまたは複数のアクセス端末に送信するためのコードと、　
リソースエレメントの前記選択されたセットを介して前記１つまたは複数のアクセス端末
からアップリンク制御シグナリングを受信するためのコードと
を備える、非一時的コンピュータ可読媒体。
［Ｃ２７］
　前記１つまたは複数の構成パラメータは、リソースエレメントの前記選択されたセット
が位置する１つまたは複数のアップリンクサブフレームを識別するサブフレーム識別子、
リソースエレメントの前記選択されたセットが位置する１つまたは複数のシンボル期間を
識別するシンボル期間識別子、リソースエレメントの前記選択されたセットが位置する１
つまたは複数のサブキャリアを識別するサブキャリア識別子、またはそれらの組合せを含
む、［Ｃ２６］に記載の非一時的コンピュータ可読媒体。
［Ｃ２８］
　アップリンクデータチャネルを搬送するためのリソースエレメントの他のセットを選択
するためのコードと、ここにおいて、前記アップリンクデータチャネルを搬送するリソー
スエレメントの前記選択されたセットが、前記アップリンク制御チャネルを搬送するリソ
ースエレメントの前記選択されたセットと共通サブフレーム中で多重化される、
　前記アップリンクデータチャネルを搬送するリソースエレメントの前記選択されたセッ
トのための前記サブフレーム内の開始時間を識別する許可メッセージを前記１つまたは複
数のアクセス端末に送信するためのコードと、
　前記アップリンクデータチャネルを搬送するリソースエレメントの前記選択されたセッ
トを介して、前記１つまたは複数のアクセス端末からアップリンクデータシグナリングを
受信するためのコードと
をさらに備える、［Ｃ２６］に記載の非一時的コンピュータ可読媒体。
［Ｃ２９］
　第１のシンボル期間中に、前記アップリンク制御チャネルを搬送するリソースエレメン
トの前記選択されたセットの少なくとも一部分を、第１のアクセス端末に割り当てるため
のコードと、
　第２のシンボル期間中に、前記アップリンクデータチャネルを搬送するリソースエレメ
ントの前記選択されたセットの少なくとも一部分を、第２のアクセス端末に割り当てるた
めのコードと、
　前記第１のシンボル期間の間に、前記アップリンク制御チャネルを搬送するリソースエ
レメントの前記選択されたセットの前記割り当てられた部分を介して、前記第２のアクセ
ス端末からシグナリングを受信するためのコードと
をさらに備える、［Ｃ２８］に記載の非一時的コンピュータ可読媒体。
［Ｃ３０］
　前記アップリンクデータチャネルのための第１の送信電力を設定するためのコードと、
　前記アップリンクデータチャネルのための前記第１の送信電力に基づいて、前記アップ
リンク制御チャネルのための第２の送信電力を設定するためのコードと、
　前記アップリンク制御チャネルのための少なくとも前記第２の送信電力を示す電力制御
コマンドを前記１つまたは複数のアクセス端末に送信するためのコードと
をさらに備える、［Ｃ２８］に記載の非一時的コンピュータ可読媒体。
［Ｃ３１］
　アクセスポイントから、アップリンク制御チャネルのための１つまたは複数の構成パラ
メータを含む構成メッセージを受信することと、
　前記構成メッセージに基づいて、前記アップリンク制御チャネルを搬送するように構成
されたリソースエレメントのセットを決定することと、
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　リソースエレメントの前記決定されたセットを介して前記アクセスポイントにアップリ
ンク制御シグナリングを送信することと
を備える、通信方法。
［Ｃ３２］
　前記アクセスポイントから、前記アップリンク制御チャネルのための１つまたは複数の
他の構成パラメータを含む他の構成メッセージを受信することと、
　前記他の構成メッセージに基づいて、前記アップリンク制御チャネルを搬送するように
構成されたリソースエレメントの他のセットを決定することと、
　リソースエレメントの前記他の決定されたセットを介して前記アクセスポイントにアッ
プリンク制御シグナリングを送信することと
さらに備える、［Ｃ３１］に記載の方法。
［Ｃ３３］
　前記１つまたは複数の構成パラメータは、リソースエレメントの前記決定されたセット
が位置する１つまたは複数のアップリンクサブフレームを識別するサブフレーム識別子、
リソースエレメントの前記決定されたセットが位置する１つまたは複数のシンボル期間を
識別するシンボル期間識別子、リソースエレメントの前記決定されたセットが位置する１
つまたは複数のサブキャリアを識別するサブキャリア識別子、またはそれらの組合せを含
む、［Ｃ３１］に記載の方法。
［Ｃ３４］
　前記構成メッセージが、前記アクセスポイントから個々の無線リソース制御（ＲＲＣ）
メッセージとして受信される、［Ｃ３１］に記載の方法。
［Ｃ３５］
　前記構成メッセージが、前記アクセスポイントから共通ダウンリンク制御情報（ＤＣＩ
）メッセージとして受信される、［Ｃ３１］に記載の方法。
［Ｃ３６］
　前記アクセスポイントから、アップリンクデータチャネルのためのサブフレーム内の開
始時間を識別する許可メッセージを受信することと、
　前記許可メッセージに基づいて、前記アップリンクデータチャネルを搬送するように構
成されたリソースエレメントの他のセットを決定することと、ここにおいて、前記アップ
リンクデータチャネルを搬送するリソースエレメントの前記決定されたセットが、前記ア
ップリンク制御チャネルを搬送するリソースエレメントの前記決定されたセットと前記サ
ブフレーム中で多重化される、
　前記アップリンクデータチャネルを搬送するリソースエレメントの前記決定されたセッ
トを介して前記アクセスポイントにアップリンクデータシグナリングを送信することとを
さらに備える、［Ｃ３１］に記載の方法。
［Ｃ３７］
　前記許可メッセージが、前記アップリンクデータチャネルを搬送するリソースエレメン
トの前記決定されたセットの第１のサブキャリアインターレースのための第１の開始時間
と、前記アップリンクデータチャネルを搬送するリソースエレメントの前記決定されたセ
ットの第２のサブキャリアインターレースのための第２の開始時間とを識別する、［Ｃ３
６］に記載の方法。
［Ｃ３８］
　前記アクセスポイントから、第１のシンボル期間中に、前記アップリンク制御チャネル
を搬送するリソースエレメントの前記決定されたセットのいずれの割当ても受信しないこ
とと、
　前記アクセスポイントから、第２のシンボル期間中に、前記アップリンクデータチャネ
ルを搬送するリソースエレメントの前記決定されたセットの少なくとも一部分の割当てを
受信することと、
　前記第１のシンボル期間の間に、前記アップリンク制御チャネルを搬送するリソースエ
レメントの前記決定されたセットの前記割り当てられた部分を介して、前記アクセスポイ
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ントにシグナリングを送信することと
をさらに備える、［Ｃ３６］に記載の方法。
［Ｃ３９］
　前記送信されたシグナリングが、前記シグナリングを送信するアクセス端末に関連する
シグネチャを有するか、またはダミーシグナリングのために予約されたサブキャリアイン
ターレース上で送信された、ダミー信号を備える、［Ｃ３８］に記載の方法。
［Ｃ４０］
　前記アクセスポイントから電力制御コマンドを受信することと、
　前記電力制御コマンドに基づいて第１の送信電力において前記アップリンクデータチャ
ネルを介してアップリンクデータシグナリングを送信することと、
　前記電力制御コマンドと前記第１の送信電力とに基づいて第２の送信電力において前記
アップリンク制御チャネルを介してアップリンク制御シグナリングを送信することと
をさらに備える、［Ｃ３６］に記載の方法。
［Ｃ４１］
　アクセスポイントから、アップリンク制御チャネルのための１つまたは複数の構成パラ
メータを含む構成メッセージを受信するように構成された少なくとも１つのトランシーバ
と、
　少なくとも１つのプロセッサと、
　前記少なくとも１つのプロセッサに結合された少なくとも１つのメモリとを備え、前記
少なくとも１つのプロセッサおよび前記少なくとも１つのメモリが、前記構成メッセージ
に基づいて、前記アップリンク制御チャネルを搬送するように構成されたリソースエレメ
ントのセットを決定するように構成され、
　ここにおいて、前記少なくとも１つのトランシーバが、リソースエレメントの前記決定
されたセットを介して前記アクセスポイントにアップリンク制御シグナリングを送信する
ようにさらに構成された、通信装置。
［Ｃ４２］
　前記少なくとも１つのトランシーバが、前記アクセスポイントから、前記アップリンク
制御チャネルのための１つまたは複数の他の構成パラメータを含む他の構成メッセージを
受信するようにさらに構成され、
　前記少なくとも１つのプロセッサおよび前記少なくとも１つのメモリが、前記他の構成
メッセージに基づいて、前記アップリンク制御チャネルを搬送するように構成されたリソ
ースエレメントの他のセットを決定するようにさらに構成され、
　前記少なくとも１つのトランシーバが、リソースエレメントの前記他の決定されたセッ
トを介して前記アクセスポイントにアップリンク制御シグナリングを送信するようにさら
に構成された、［Ｃ４１］に記載の装置。
［Ｃ４３］
　前記１つまたは複数の構成パラメータは、リソースエレメントの前記決定されたセット
が位置する１つまたは複数のアップリンクサブフレームを識別するサブフレーム識別子、
リソースエレメントの前記決定されたセットが位置する１つまたは複数のシンボル期間を
識別するシンボル期間識別子、リソースエレメントの前記決定されたセットが位置する１
つまたは複数のサブキャリアを識別するサブキャリア識別子、またはそれらの組合せを含
む、［Ｃ４１］に記載の装置。
［Ｃ４４］
　前記少なくとも１つのトランシーバが、前記アクセスポイントから前記構成メッセージ
を個々の無線リソース制御（ＲＲＣ）メッセージとして受信するようにさらに構成された
、［Ｃ４１］に記載の装置。
［Ｃ４５］
　前記少なくとも１つのトランシーバが、前記アクセスポイントから前記構成メッセージ
を共通ダウンリンク制御情報（ＤＣＩ）メッセージとして受信するようにさらに構成され
た、［Ｃ４１］に記載の装置。
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［Ｃ４６］
　前記少なくとも１つのトランシーバが、前記アクセスポイントから、アップリンクデー
タチャネルのためのサブフレーム内の開始時間を識別する許可メッセージを受信するよう
にさらに構成され、
　前記少なくとも１つのプロセッサおよび前記少なくとも１つのメモリが、前記許可メッ
セージに基づいて、前記アップリンクデータチャネルを搬送するように構成されたリソー
スエレメントの他のセットを決定するようにさらに構成され、ここにおいて、前記アップ
リンクデータチャネルを搬送するリソースエレメントの前記決定されたセットが、前記ア
ップリンク制御チャネルを搬送するリソースエレメントの前記決定されたセットと前記サ
ブフレーム中で多重化され、
　前記少なくとも１つのトランシーバが、前記アップリンクデータチャネルを搬送するリ
ソースエレメントの前記決定されたセットを介して前記アクセスポイントにアップリンク
データシグナリングを送信するようにさらに構成された、［Ｃ４１］に記載の装置。
［Ｃ４７］
　前記許可メッセージが、前記アップリンクデータチャネルを搬送するリソースエレメン
トの前記決定されたセットの第１のサブキャリアインターレースのための第１の開始時間
と、前記アップリンクデータチャネルを搬送するリソースエレメントの前記決定されたセ
ットの第２のサブキャリアインターレースのための第２の開始時間とを識別する、［Ｃ４
６］に記載の装置。
［Ｃ４８］
　前記少なくとも１つのトランシーバが、前記アクセスポイントから、第１のシンボル期
間中に、前記アップリンク制御チャネルを搬送するリソースエレメントの前記決定された
セットのいずれの割当ても受信しないことと、前記アクセスポイントから、第２のシンボ
ル期間中に、前記アップリンクデータチャネルを搬送するリソースエレメントの前記決定
されたセットの少なくとも一部分の割当てを受信することと、前記第１のシンボル期間の
間に、前記アップリンク制御チャネルを搬送するリソースエレメントの前記決定されたセ
ットの前記割り当てられた部分を介して、前記アクセスポイントにシグナリングを送信す
ることとを行うようにさらに構成された、［Ｃ４６］に記載の装置。
［Ｃ４９］
　前記送信されたシグナリングが、前記シグナリングを送信するアクセス端末に関連する
シグネチャを有するか、またはダミーシグナリングのために予約されたサブキャリアイン
ターレース上で送信された、ダミー信号を備える、［Ｃ４８］に記載の装置。
［Ｃ５０］
　前記少なくとも１つのトランシーバが、前記アクセスポイントから電力制御コマンドを
受信することと、前記電力制御コマンドに基づいて第１の送信電力において前記アップリ
ンクデータチャネルを介してアップリンクデータシグナリングを送信することと、前記電
力制御コマンドと前記第１の送信電力とに基づいて第２の送信電力において前記アップリ
ンク制御チャネルを介してアップリンク制御シグナリングを送信することとを行うように
さらに構成された、［Ｃ４６］に記載の装置。
［Ｃ５１］
　アクセスポイントから、アップリンク制御チャネルのための１つまたは複数の構成パラ
メータを含む構成メッセージを受信するための手段と、
　前記構成メッセージに基づいて、前記アップリンク制御チャネルを搬送するように構成
されたリソースエレメントのセットを決定するための手段と、
　リソースエレメントの前記決定されたセットを介して前記アクセスポイントにアップリ
ンク制御シグナリングを送信するための手段と
を備える、通信装置。
［Ｃ５２］
　前記１つまたは複数の構成パラメータは、リソースエレメントの前記決定されたセット
が位置する１つまたは複数のアップリンクサブフレームを識別するサブフレーム識別子、
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リソースエレメントの前記決定されたセットが位置する１つまたは複数のシンボル期間を
識別するシンボル期間識別子、リソースエレメントの前記決定されたセットが位置する１
つまたは複数のサブキャリアを識別するサブキャリア識別子、またはそれらの組合せを含
む、［Ｃ５１］に記載の装置。
［Ｃ５３］
　前記アクセスポイントから、アップリンクデータチャネルのためのサブフレーム内の開
始時間を識別する許可メッセージを受信するための手段と、
　前記許可メッセージに基づいて、前記アップリンクデータチャネルを搬送するように構
成されたリソースエレメントの他のセットを決定するための手段と、ここにおいて、前記
アップリンクデータチャネルを搬送するリソースエレメントの前記決定されたセットが、
前記アップリンク制御チャネルを搬送するリソースエレメントの前記決定されたセットと
前記サブフレーム中で多重化される、
　前記アップリンクデータチャネルを搬送するリソースエレメントの前記決定されたセッ
トを介して前記アクセスポイントにアップリンクデータシグナリングを送信するための手
段と
をさらに備える、［Ｃ５１］に記載の装置。
［Ｃ５４］
　前記アクセスポイントから、第１のシンボル期間中に、前記アップリンク制御チャネル
を搬送するリソースエレメントの前記決定されたセットのいずれの割当ても受信しないた
めの手段と、
　前記アクセスポイントから、第２のシンボル期間中に、前記アップリンクデータチャネ
ルを搬送するリソースエレメントの前記決定されたセットの少なくとも一部分の割当てを
受信するための手段と、
　前記第１のシンボル期間の間に、前記アップリンク制御チャネルを搬送するリソースエ
レメントの前記決定されたセットの前記割り当てられた部分を介して、前記アクセスポイ
ントにシグナリングを送信するための手段と
をさらに備える、［Ｃ５３］に記載の装置。
［Ｃ５５］
　前記アクセスポイントから電力制御コマンドを受信するための手段と、
　前記電力制御コマンドに基づいて第１の送信電力において前記アップリンクデータチャ
ネルを介してアップリンクデータシグナリングを送信するための手段と、
　前記電力制御コマンドと前記第１の送信電力とに基づいて第２の送信電力において前記
アップリンク制御チャネルを介してアップリンク制御シグナリングを送信するための手段
と
をさらに備える、［Ｃ５３］に記載の装置。
［Ｃ５６］
　少なくとも１つのプロセッサによって実行されたとき、前記少なくとも１つのプロセッ
サに通信のための動作を実施させるコードを備える非一時的コンピュータ可読媒体であっ
て、前記非一時的コンピュータ可読媒体が、
　アクセスポイントから、アップリンク制御チャネルのための１つまたは複数の構成パラ
メータを含む構成メッセージを受信するためのコードと、
　前記構成メッセージに基づいて、前記アップリンク制御チャネルを搬送するように構成
されたリソースエレメントのセットを決定するためのコードと、
　リソースエレメントの前記決定されたセットを介して前記アクセスポイントにアップリ
ンク制御シグナリングを送信するためのコードと
を備える、非一時的コンピュータ可読媒体。
［Ｃ５７］
　前記１つまたは複数の構成パラメータは、リソースエレメントの前記決定されたセット
が位置する１つまたは複数のアップリンクサブフレームを識別するサブフレーム識別子、
リソースエレメントの前記決定されたセットが位置する１つまたは複数のシンボル期間を
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識別するシンボル期間識別子、リソースエレメントの前記決定されたセットが位置する１
つまたは複数のサブキャリアを識別するサブキャリア識別子、またはそれらの組合せを含
む、［Ｃ５６］に記載の非一時的コンピュータ可読媒体。
［Ｃ５８］
　前記アクセスポイントから、アップリンクデータチャネルのためのサブフレーム内の開
始時間を識別する許可メッセージを受信するためのコードと、
　前記許可メッセージに基づいて、前記アップリンクデータチャネルを搬送するように構
成されたリソースエレメントの他のセットを決定するためのコードと、ここにおいて、前
記アップリンクデータチャネルを搬送するリソースエレメントの前記決定されたセットが
、前記アップリンク制御チャネルを搬送するリソースエレメントの前記決定されたセット
と前記サブフレーム中で多重化される、
　前記アップリンクデータチャネルを搬送するリソースエレメントの前記決定されたセッ
トを介して前記アクセスポイントにアップリンクデータシグナリングを送信するためのコ
ードと
をさらに備える、［Ｃ５６］に記載の非一時的コンピュータ可読媒体。
［Ｃ５９］
　前記アクセスポイントから、第１のシンボル期間中に、前記アップリンク制御チャネル
を搬送するリソースエレメントの前記決定されたセットのいずれの割当ても受信しないた
めのコードと、
　前記アクセスポイントから、第２のシンボル期間中に、前記アップリンクデータチャネ
ルを搬送するリソースエレメントの前記決定されたセットの少なくとも一部分の割当てを
受信するためのコードと、
　前記第１のシンボル期間の間に、前記アップリンク制御チャネルを搬送するリソースエ
レメントの前記決定されたセットの前記割り当てられた部分を介して、前記アクセスポイ
ントにシグナリングを送信するためのコードと
をさらに備える、［Ｃ５８］に記載の非一時的コンピュータ可読媒体。
［Ｃ６０］
　前記アクセスポイントから電力制御コマンドを受信するためのコードと、
　前記電力制御コマンドに基づいて第１の送信電力において前記アップリンクデータチャ
ネルを介してアップリンクデータシグナリングを送信するためのコードと、
　前記電力制御コマンドと前記第１の送信電力とに基づいて第２の送信電力において前記
アップリンク制御チャネルを介してアップリンク制御シグナリングを送信するためのコー
ドと
をさらに備える、［Ｃ５８］に記載の非一時的コンピュータ可読媒体。
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